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ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
で
す

が
、
福
岡
コ
ロ
ナ
警
報
も
解
除

さ
れ
、
観
光
客
の
方
々
も
徐
々

に
増
加
し
、
市
も
活
気
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
を
捉
え
、
地
域
の
総

力
を
結
集
し
、
超
割
安
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
「
太
宰
府
ペ
イ
」

な
ど
思
い
切
っ
た
経
済
対
策
を

断
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
西
鉄
を
始
め
民
間
企

業
や
地
元
学
生
、
文
化
人
の
皆

様
等
と
積
極
的
に
連
携
し
、
苦

境
を
乗
り
越
え
る
斬
新
な
発
想

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

私
の
就
任
以
来
年
々
大
き
く

成
長
を
続
け
て
い
る
ふ
る
さ
と

納
税
も
、
四
倍
増
を
記
録
し
た

昨
年
の
更
に
三
倍
増
の
ペ
ー
ス

で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
末
の
か
き
入
れ
時
に
向
け

更
な
る
商
品
の
充
実
と
商
戦
の

拡
大
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
知
り
合
い
の
事
業
者
や

市
外
在
住
の
方
々
に
ご
協
力
お

声
か
け
お
願
い
致
し
ま
す
。
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西日本鉄道株式会社と太宰府市が包括連携協定を締結

西日本鉄道株式会社と太宰府市は９月16日、包括連携協定を締結しました。

同社とはこれまでもさまざまな分野で連携を図ってきましたが、新型コロナウイ

ルスの影響による地域経済へのダメージなどの難局を乗り越え、迅速な課題解

決、持続的な発展を図るべく、連携レベルを格上げ強化しました。交通拠点の魅力

向上、沿線の活性化、地域経済の振興などを協働し、取り組んでいきます。

民間との連携

太宰府市スポーツ推進審議会会長

井上　英勝　さん

ここ太宰府の地に生まれ、地域の皆さんに育まれながら60余年が過

ぎました。大学進学の４年間だけ地元を離れましたが、住み慣れた太宰

府に帰郷して就職。40歳の時に、小学生のわが子がバレーボールを習い

始めたのをきっかけに、チーム練習に参加するようになりました。

その頃に、太宰府市スポーツ少年団の本部員に誘われたので引き受

け、スポーツ少年団加入チームの交流事業などの企画・運営に関わり、

各チームの子どもたち、指導者などとの交流を深めてきました。スポー

ツ少年団の事業は、家庭や学校では経験できない他の地域・学校など

の異年齢・性別の子どもたちとの交流を通して、身体と心を育てる活動

をしています。また、各加盟チームでも、そのスポーツの技術向上やフェ

アプレー精神はもちろんのこと、子どもたちの自主性や自立性などの健

全育成にも努められています。

「太宰府市スポーツ少年団は小学生のみなさんの参加をお待ちして

います。スポーツ少年団加盟チームでスポーツをしましょう！」

私は、太宰府市スポーツ推進審議会にスポーツ少年団の代表として

関わらせていただき、子どもたちのスポーツ環境の改善や推進について

提案しています。スポーツ少年団に加入している子どもたちは、運動能

力はとても高いことから、小学生の運動能力向上にはとても重要な要

因と感じています。

太宰府市においても、少子高齢化の傾向にありますが、いまの小・中

学生が、10年後、20年後の太宰府市内のスポーツ推進、生涯スポーツ

推進の中心的存在となってくれることを期待しています。
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だざいふペイ販売促進キャンペーン

地域連携

株式会社高橋商店と福岡農業高校が本市を訪問

産官学連携

ＣＭ放映記念しトヨタカローラ福岡株式会社が表敬訪問

トヨタカローラ福岡株式会社のＣＭ「あいむくんの福岡ゆる旅／太宰府篇」の放

映を記念し９月25日、同社金子護代表取締役社長と西村努営業支援部総合営業

企画グループ長、キャラクターのあいむくんが本市を訪れました。

金子社長は「ＣＭが太宰府観光の一助になれば」とおとものタビットの出演オ

ファーの経緯を説明。楠田市長は「息子がデビューする思い。このご縁を今後も共に

生かしていけたら」と感謝の意を述べました。現在、ＣＭは民放3局で放映中です。

太宰府市民遺産「太宰府をうたう♪全11曲」の作曲を手掛けた作曲家で声楽家の

岩﨑記代子さんが10月７日、これまでの作曲活動についてまとめたエッセイ集「令和

の里の歌物語」を出版したことを記念し、同書を本市へ寄贈されました。

岩﨑さんは、太宰府をテーマにした作品を多数作り、音楽活動を通じて太宰府の

魅力を発信。同書には活動内容の他、曲の紹介や寄稿文なども掲載されています。

タビットデビュー

岩﨑記代子さんが著書「令和の里の歌物語」を寄贈

市民の活躍

太宰府市ふるさと納税オンライン大商談会実施

昨年より開始しましたふるさと納税大商談会を今年は９月28日にオンライン形

式にて開催し、市の公式You Tubeチャンネルに撮影動画を公開しています。

今年は、新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から、オンラインで実施。

楠田市長が本市のふるさと納税の取り組みや成果について報告し、新たな返礼品

やサービスの募集を呼びかけました。返礼品のご提案やご提供を検討されている

事業者の皆さまは、本市のホームページ動画をぜひご覧ください。

新型コロナウイルスの影響により激減した観光客の復活起爆剤として10月１日

から販売開始となった「だざいふペイ（プレミアム付き「キャッシュレス」商品

券）」。10月２日、太宰府ブランド創造協議会（太宰府市商工会、太宰府天満宮、

太宰府観光協会、九州国立博物館、太宰府市）に九州電力（株）も加わり、西鉄福

岡（天神）駅で販売促進のための周知キャンペーンを行いました。

約30人のスタッフによるチラシなどの配布やテレビ局の取材で、プレミアム率

30％の「おトク」な商品券に注目いただきました。

福岡農業高校の菊芋研究班が９月25日に本市を訪れ、「第９回 ご当地！絶品うまいもん甲

子園」の決勝進出を市三役へ報告。予選を勝ち抜いたメニュー「キクイモかき揚げうどん」を

試食した楠田市長は、「優勝目指して頑張って！」と生徒へエールを送りました。

また10月７日には、株式会社高橋商店と福岡農業高校の梅研究班が共同開発した梅みや

げを、同社から寄贈されました。同校が、本市が提供した梅の収穫から携わり、同社が企画、

加工販売をする産官学の連携事業です。商品の一つ「ゆずらん梅」は、令和元年度福岡県６

次化商品コンクールで見事に奨励賞を受賞しました。

ふるさと納税

取り組みについて話す楠田市長

ブランド創造協議会によるキャンペーン

決勝大会へ参加する
同校のメンバー（中央３人）

太宰府の梅を使った加工品を寄贈

両キャラクターと共に記念撮影

岩﨑さん（前列左から２番目）と生徒さん（前列）

にしむらつとむかね こ  まもる

ばい
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予
期
せ
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
今
年
に
入
り
ま
し

て
実
に
３
月
議
会
以
降
毎
月
議
会

を
開
催
す
る
事
態
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。７

月
臨
時
議
会
以
降
も
、
長
梅

雨
に
よ
る
度
重
な
る
大
雨
警
戒
、

全
国
一
も
記
録
し
た
猛
暑
に
よ
る

熱
中
症
対
応
、
そ
し
て
第
二
波

真
っ
只
中
と
言
わ
れ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
困
難
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

７
月
下
旬
以
降
新
た
な
陽
性
判

明
が
増
え
続
け
、
現
時
点
に
お
い

て
25

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
分

析
を
致
し
ま
す
と
、
や
は
り
学
生

を
は
じ
め
若
い
方
が
多
く
、
現
時

点
で
重
症
者
は
確
認
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

近
隣
と
比
べ
ま
す
と
人
口
比
で

い
え
ば
多
く
は
な
い
レ
ベ
ル
で
は

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
県
や
医

師
会
と
協
力
し
、
い
ち
早
い
陽
性

者
の
把
握
と
重
症
化
を
防
ぐ
適
切

な
措
置
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
長
ら
く
国
際
観
光
都
市

で
あ
り
、
昨
年
は
令
和
発
祥
の
都

と
も
な
り
ま
し
た
本
市
に
と
っ

て
、
こ
の
間
の
観
光
客
数
の
激
減

は
、
市
内
経
済
に
と
っ
て
大
変
厳

し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き

「
新
し
い
生
活
様
式
」
実
践
に
ご

協
力
い
た
だ
く
と
共
に
、
市
と
し

て
可
能
な
限
り
の
知
恵
と
予
算
を

投
じ
、
よ
り
効
果
的
な
対
応
と
安

心
感
の
醸
成
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
今
回
の
９
月
定

例
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
践
し
て
き
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
集
大
成
と
位

置
付
け
、
３
億
円
を
超
え
る
コ
ロ

ナ
関
連
補
正
予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

主
な
も
の
を
あ
げ
ま
す
と
、
全

国
的
に
問
題
と
な
っ
て
お
り
本
市

で
も
起
こ
り
ま
し
た
家
族
内
感
染

を
い
か
に
防
ぐ
か
が
大
き
な
課
題

と
捉
え
、
家
族
内
感
染
対
策
事
業

を
編
み
出
し
ま
し
た
。

陽
性
者
の
濃
厚
接
触
者
と
認
定

さ
れ
た
方
の
ご
家
族
や
医
療
従
事

者
な
ど
と
そ
の
ご
家
族
な
ど
に
つ

い
て
の
宿
泊
費
を
助
成
す
る
こ
と

で
、
安
心
で
き
る
居
場
所
の
確
保

を
促
し
家
族
内
で
の
感
染
拡
大
の

防
止
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
宿
泊
者
が
著
し
く
減
少

し
て
い
る
宿
泊
施
設
の
活
性
化
を

図
り
、
市
民
生
活
の
安
心
感
の
醸

成
と
市
内
観
光
業
の
手
当
て
を
同

時
に
行
え
る
時
宜
に
沿
っ
た
市
民

本
位
の
施
策
だ
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

次
に
、
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
事
業
で
あ
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
続

き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
流

行
期
と
重
な
る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
、
医
療
現
場
の
混
乱
は
更
に
高

ま
り
ま
す
。

し
か
も
、
両
患
者
は
症
状
が
似

通
っ
て
お
り
見
極
め
が
難
し
い
と

の
現
場
の
悲
痛
な
声
に
応
え
、
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
65

歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
無
料
と
致
し
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
や
重
症
化
を
可
能
な
限
り

抑
え
、
医
療
現
場
の
皆
さ
ま
に
今

な
お
ワ
ク
チ
ン
の
無
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
集
中
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
と
切
に
願
い
ま

す
。次

に
、
市
内
経
済
の
悪
化
や
市

民
生
活
の
委
縮
が
続
く
な
か
、
本

市
な
ら
で
は
の
観
光
ア
ピ
ー
ル
や

９月議会楠田大蔵市長

冒頭あいさつ
令和２年第３回太宰府市議会定例会初日の８月27日

に、楠田市長が議会開会にあたりあいさつを述べました。
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感
染
防
止
対
策
を
取
り
、
対
策
と

経
済
の
両
立
を
目
指
す
べ
く
考
え

ま
し
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
滅
事
業
で

あ
り
ま
す
。

古
代
か
ら
の
悠
久
の
歴
史
の
中

に
お
い
て
、
目
に
見
え
な
い
災
い

と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
太
宰

府
な
ら
で
は
の
逆
転
の
発
想
で
、

共
に
疫
病
に
立
ち
向
か
う
コ
ロ
ナ

滅
観
光
ル
ー
ト
を
整
備
し
推
奨
致

し
ま
す
。

修
学
旅
行
に
も
最
適
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
し
、
議
会
終
了
後
に

は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
私

自
身
も
参
加
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
ノ
ミ
ネ
ー
ト
も
考
え
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
感
染
防
止
対
策
支
援
事

業
で
す
。
本
市
を
訪
れ
る
お
客
さ

ま
、
そ
し
て
本
市
で
経
済
活
動
を

行
わ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め

に
も
、
安
心
感
の
醸
成
を
図
る
事

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
す
で
に
感
染
防
止
対

策
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
も

し
く
は
更
に
感
染
防
止
対
策
に
努

め
る
事
業
者
の
方
々
に
３
万
円
の

費
用
支
援
と
「
太
宰
府
〝
コ
ロ
ナ

滅
〟
宣
言
」
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布

を
行
い
ま
す
。

ま
た
感
染
防
止
対
策
ア
イ
デ
ィ

ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
特
に

優
れ
た
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し

て
い
る
事
業
者
に
最
大
10

万
円
の

費
用
支
援
と
好
事
例
と
し
て
表
彰

し
、
広
く
公
表
す
る
も
の
で
す
。

続
き
ま
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
目
的
と

し
て
太
宰
府
市
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
事
業
者
に

対
し
て
、
施
設
の
改
修
な
ど
そ
の

開
設
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

都
心
の
物
件
の
三
密
の
環
境
や

高
い
賃
料
を
嫌
い
、
郊
外
の
物
件

が
再
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然

や
歴
史
、
文
化
あ
ふ
れ
る
本
市
こ

そ
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
、
反
転
攻

勢
に
努
め
ま
す
。

先
日
太
宰
府
中
学
校
で
子
ど
も

た
ち
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
休
校
が
長
引
い
た
こ
と
や
夏

休
み
が
極
め
て
短
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
特
に
受
験
を
控
え
た

中
学
３
年
生
は
ス
ト
レ
ス
や
不
安

が
重
な
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消

す
る
た
め
、
家
庭
学
習
に
お
け
る

学
び
の
機
会
の
新
た
な
選
択
肢
と

し
て
、
普
及
率
の
高
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
た
受
験
生
向
け
教
育
コ

ン
テ
ン
ツ
を
提
供
致
し
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
、W

i
t
h

コ
ロ
ナ

時
代
に
対
応
し
た
窓
口
機
能
の
分

散
、
強
化
を
促
す
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
各
種
証
明
交

付
の
導
入
や
特
別
定
額
給
付
金
の

基
準
日
以
降
に
生
を
受
け
た
新
生

児
に
対
し
て
も
一
人
10

万
円
支
給

す
る
事
業
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
高
齢
者
支
援
、
生
活
困
窮
者
支

援
、
給
食
費
補
助
、
図
書
館
の
充

実
な
ど
総
計
３
億
円
を
大
き
く
超

え
る
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
実
に
総
計
15

億
円
を

超
え
る
本
市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
結

果
と
し
て
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

な
く
こ
こ
ま
で
や
り
く
り
す
る
事

が
出
来
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
、
質
量
と
も
に
思
い

切
っ
た
対
策
が
打
て
ま
し
た
の

も
、
国
や
県
の
交
付
金
や
補
助
金

だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
三
本

の
矢
の
１
億
円
を
生
み
出
し
た
か

ら
こ
そ
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。ま

ず
は
、
市
長
車
廃
止
な
ど
の

身
を
切
る
改
革
を
始
め
大
胆
な
歳

出
カ
ッ
ト
に
よ
り
捻
出
し
た
１
億

円
、
次
に
昨
年
の
令
和
効
果
を
反

映
し
た
市
税
１
億
円
超
、
ふ
る
さ

と
納
税
２
億
円
超
の
歳
入
増
な
ど

に
よ
る
剰
余
金
１
億
円
、
そ
し
て

４
倍
増
を
記
録
し
た
令
和
元
年
度

を
も
大
き
く
上
回
る
勢
い
の
ふ
る

さ
と
納
税
増
１
億
円
。
こ
の
３
億

円
で
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
の

ほ
と
ん
ど
を
賄
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

現
時
点
で
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
な
く
、
予
備
費
も
１
億
円
積
ん

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
仮

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
長
引
い
た
と
致
し
ま
し
て
も
機

動
的
に
対
応
す
る
余
力
を
残
す
こ

と
が
出
来
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
各

位
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご

協
力
と
こ
れ
ま
で
の
職
員
の
頑
張

り
の
お
か
げ
だ
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
う
し
た
困
難
に
立
ち
向
か
う

中
で
も
、
捻
出
し
た
自
主
財
源
や

国
県
の
交
付
金
、
補
助
金
を
活
用

し
、
施
政
方
針
や
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
政
策
も
着
実
に

実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

「
底
力
総
発
揮
構
想
」
に
つ
い
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て
は
、
福
岡
県
や
九
州
電
力
と
の

人
事
交
流
、
市
の
主
要
団
体
で
構

成
す
る
ブ
ラ
ン
ド
創
造
協
議
会
と

のW
i
t
h

コ
ロ
ナ
連
携
、
複
数
の
企

業
、
自
治
体
間
の
九
州
観
光
促
進

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
締
結
、
職

員
採
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ

る

人

材

の

確

保

、

太

宰

府

B
e
a
u
t
i
f
u
l
 
H
a
r
m
o
n
y
 

フ
ァ
ン
ド

の
設
置
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援

な
ど
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

「
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構

想
」
に
つ
い
て
は
、
念
願
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
稼
働
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
お
け
る
「
１
人
１
台
」
パ

ソ
コ
ン
実
現
の
予
算
確
保
、
ス
マ

イ
ル
レ
タ
ー
の
実
施
、
就
職
氷
河

期
世
代
の
市
職
員
採
用
、
保
育
所

等
新
規
採
用
保
育
士
家
賃
助
成
事

業
及
び
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事

業
、
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議

に
お
け
る
事
業
提
案
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
水
城
小
学
校
に
通
う
足

が
不
自
由
な
児
童
の
た
め
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
方
針
を
固

め
、
予
算
提
案
致
し
て
お
り
ま

す
。
太
宰
府
の
宝
で
あ
り
ま
す
全

て
の
子
ど
も
た
ち
が
、W

i
t
h

コ
ロ

ナ
の
時
代
に
も
め
げ
ず
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
い
き
い
き
の
び
の
び

す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
全
力
を
挙
げ
て
参
り
ま
す
。

「
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
者
に

対
し
て
御
礼
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
支
援
依
頼
の
ハ
ガ
キ
を

郵
送
し
関
係
人
口
の
増
加
に
努

め
、
本
市
独
自
の
日
本
遺
産
で

あ
っ
た
古
代
日
本
の
「
西
の
都
」

を
近
隣
自
治
体
を
巻
き
込
む
広
域

的
な
形
に
変
更
し
て
改
め
て
認
定

を
受
け
、
太
宰
府
市
令
和
発
祥
の

都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

し
、
史
跡
客
館
跡
の
供
用
を
開
始

す
る
な
ど
致
し
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
」

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
や
大
雨
対
応
を
進
め
る

な
か
で
防
災
力
を
着
実
に
高
め
、

大
胆
な
歳
出
見
直
し
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
行
財
政
改
革
を
先
取

り
し
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

１
階
の
活
用
に
つ
い
て
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
整
備
の
検
討
を
進
め
、
高
齢
者

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
時
こ

そ
行
政
の
出
番
で
あ
る
と
の
強
い

思
い
を
持
ち
、
発
想
を
柔
軟
に

し
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
日
発
出
し
た
令
和
３
年
度
経

営
方
針
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活

性
化
」
「
財
政
健
全
化
」
「
新
た

な
生
活
様
式
」
の
三
つ
の
視
点
を

組
み
合
わ
せ
た
柔
軟
な
発
想
に
基

づ
く
独
創
的
な
地
方
創
生
を
目
指

す
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
職
員
は
常
に
市
民
本

位
、
現
場
主
義
を
心
掛
け
、
三
役

や
上
司
と
の
密
な
報
告
、
連
絡
、

相
談
を
徹
底
し
、
責
任
の
所
在
の

明
確
化
、
信
賞
必
罰
を
旨
と
す
る

こ
と
。

職
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
指

示
待
ち
で
は
な
く
、
常
に
世
の
為

人
の
為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、
主
体

的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

企
画
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
職

員
一
人
一
人
が
前
例
に
捉
わ
れ

ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
企
画
立
案
を
心
掛
け
る
こ
と
。

の
三
点
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
三

役
、
新
た
な
人
材
、
生
え
抜
き
の

職
員
が
刺
激
し
あ
い
、
良
い
伝
統

は
受
け
継
ぎ
、
改
め
る
べ
き
も
の

は
果
敢
に
改
め
、
よ
り
良
い
市
政

へ
と
更
に
踏
み
出
し
て
行
こ
う
、

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
未
曽
有
の
危
機
に
お
い

て
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
持
て

る
力
を
出
し
尽
く
し
、W

i
t
h

コ
ロ

ナ
時
代
に
お
け
る
令
和
発
祥
の
都

に
ふ
さ
わ
し
い
太
宰
府
市
を
改
め

て
創
造
し
て
参
り
ま
す
。
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令和元年度太宰府まちづくり市民意識調査結果令和元年度太宰府まちづくり市民意識調査結果
問い合わせ　経営企画課（☎内線535）

調査概要

◇調査対象 ： 市内に居住する18歳以上の市民 　　　◇調査対象者数 ： 1,000人（郵送）

◇抽出方法 ： 住民基本台帳による無作為抽出法 　　◇回答数（率） ： 524件（52.4％）

◇調査期間 ： 令和2年2月7日～21日　　　　　　　　　　　　調査結果は市ホームページに公開しています。

※重要度・満足度得点 …「重要」「満足」という評価であれば6点、「やや重要」「やや満足」4 点、「あまり重要でない」

　 「やや不満」2点、「重要でない」「不満」0点とそれぞれ得点化し、4つの評価の回答者数で割った値

重要度が高い5つの取り組み（全体平均4.48）

順位

子育て支援の推進

良質な水道水の安定供給

高齢者福祉の推進

社会保障の適正な運営

防災・消防体制の整備充実

1位

2位

3位

3位

5位

1位

2位

3位

4位

4位

4位

文化遺産の保存と活用

下水道の整備と普及促進

自然共生社会の構築

文化芸術の振興

生涯学習の推進

人権を尊重するまちづくりの推進

5.34

5.17

5.14

5.14

5.13

1位

2位

4位

3位

6位

3.67

3.61

3.47

3.38

3.38

3.38

1位

4位

8位

2位

11位

3位

満足度が高い6つの取り組み（全体平均3.09）

特に重要度の高い５つの施策については昨年度と大きな入れ替わりはありません。
「自然共生社会の構築」「生涯学習の推進」の満足度が昨年に比べ大きく上昇しました。

昨年と比べて「低炭素社会」の重要度、「水道水」「生活環境」「市民参画」「情報」の満足度が上昇しています。

各
領
域
該
当
項
目
の
特
徴

領域A

領域B

領域C

領域D

○子育て支援　　○交通安全

○高齢者福祉　　○学校教育

○障がい福祉　　○低炭素社会（↑）

○地域福祉　　　 ○計画的なまちづくり

○社会保障　　　 ○地域交通体系

　　　　　　　　　　　○行政運営

○防災・消防

○防犯・暴力追放

○循環型社会

○水道水（→）

○下水道

○安全な消費生活

○人権尊重

○男女共同参画

○生涯学習

○社会教育

○文化芸術

○生活環境（→）

○自然共生社会

○環境教育・学習

○景観づくり

○文化遺産

○国際・友好都市交流

○市民参画（→）

○情報（→）　

○生涯健康づくり（←）

○産業の振興

○観光基盤

重要度：平均以上

満足度：平均未満

重要度：平均未満

満足度：平均未満

重要度：平均未満

満足度：平均以上

重要度：平均以上

満足度：平均以上

領域別に見た行政施策
（平均以上）

）上以均平（）下以均平（

領域A

領域B 領域D

領域C

重
要
度

満足度

その中でも

『住みやすい』と

答えた人は昨年度から

さらにＵＰ !!

住みやすい

30.0％

住みにくい 1.9％ 無回答 2.5％

どちらともいえない

16.2％

どちらかといえば
住みやすい

41.4％

どちらかといえば
住みにくい

8.0％

重要度得点と満足度得点の平均値を境界として4つの領域に分けると、重要度が高く満足度が低い、行政ニーズの高いA領域

の項目には「子育て支援の推進」「高齢者福祉の推進」「学校教育の充実」「市民のための行政運営」など11項目があがっていま

す。皆さまから頂いた結果をもとに、今後さらに事業の充実を図り、満足度向上を目指します。

項　　目 得　点 昨年順位 順位 施　　策 得　点 昨年順位

今後改善の優先度が高い　（行政ニー
ズが高い）。

施策の重要性を理解してもらうととも
に満足度を上げていく必要がある。

重要度・満足度ともに平均以上で、引
き続き取り組みの充実が求められる。

重要度が低く、満足度が高いもので、
今後、施策の重要性を理解してもらう
ことが必要である。

71.4％

『住みやすい・どちらかといえば住みやすい』
と答えた人は
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よく分かる！ 用語集①

●一般会計

●特別会計

●普通会計

●翌年度へ繰り越すべき財源

●実質収支

●企業会計

● 収益的収支

● 資本的収支

● 損益勘定留保資金

決算のポイント！決算のポイント！

● 市税収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
● ふるさと納税受入額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
● 基金（貯金）残高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
● 市債残高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
● 財政分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

約１億２千万円増加

約２億１千万円増加

約２億１千万円増加

約６億７千万円減少

健全性を維持

令和元年度の決算が、9月議会で認定を受けましたので、その概要についてお知らせします。
決算の詳しい情報は、市のホームページにも掲載していますので、ご参照ください。

※表の数値は、四捨五入の関係上合計が合わないことがあります。
表中の▲はマイナスを示します。

問い合わせ　経営企画課(☎内線502・503)　上下水道課　☎（408）4024

　　

決算の報告決算の報告令和元年度

※端数処理は、決算書における実質収支に関する調書と同様としています。     

（単位：千円）

会計別決算状況

地方公共団体の行政を運営するための基本的な経費
を計上した会計。

歳入総額から歳出総額と翌年度へ繰り越すべき財源を差し
引いた実質的な収支。この額が翌年度の繰越金となります。

独立採算を基本として運営する会計。

料金を主とする収入と、その収益を上げるために必要な
管理費や固定資産に係る減価償却費などの支出を計上し
た収支。

サービスの提供を維持、拡大するための施設の建設改
良費や償還金（借入金の返済）などの支出と、それに要す
る財源としての企業債（借入金）や補助金などの収入を計
上した収支。

収益的支出のうち、現金の支出を必要としない費用（減
価償却費など）に充てられた資金。

一般会計の収入・支出と区別して個別に処理する会計。
特定の収入を特定の支出に充てます。

一般会計と特別会計の一部を合わせて、他の自治体と
比較しやすいように考えられた会計。総務省の定める基準
に従い、対象となる会計から会計間の重複等を控除する
などの調整を行います。

令和元年度事業を令和2年度に繰り越して行う場合に
必要なお金。

会　計　名
①

歳入総額
②

歳出総額
③

歳入歳出差引額
① - ②

④
翌年度へ繰り
越すべき財源

実質収支
③ - ④

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険事業

25,736,474 

7,149,296 

1,285,512 

5,074,175 

56,017 

1,955 

25,016,359 

6,919,996 

1,237,310 

5,071,903 

40,177 

1,130 

720,115 

229,300

48,202 

2,272 

15,840 

825 

140,185 

0 

0 

0 

0 

0 

579,930

229,300

48,202

2,272

15,840

825

後期高齢者医療

介護保険

事業

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

住宅新築資金等貸付事業

特
　
別
　
会
　
計
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水道事業・下水道事業ともに健全な経営を維持しています。

　水道事業会計 　下水道事業会計

収益的収支
（消費税抜き、単位：千円）

収益的収支
（消費税抜き、単位：千円）

資本的収支
（消費税込み、単位：千円）

資本的収支
（消費税込み、単位：千円）

企 業 会 計

普通会計決算 （単位：千円）

普 通 会 計

令和元年度普通会計決算額は、歳入257億3,818万7千円、歳出250億1,724万7千円で、前年度と比較す

ると、歳入が12億5,761万7千円の増、歳出が14億7,502万4千円の増となりました。

歳入歳出差引額は7億2,094万円で、これから令和2年度に繰り越すべき財源1億4,018万5千円を差し引い

た実質収支は5億8,075万5千円の黒字決算とすることができました。

※本市の令和元年度普通会計は、一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計です。

令和元年度は、水道料金が増加したものの、加

入負担金が減少したため当年度純利益は消費税

抜きで1億7,398万2千円となりました。

なお、収益的収支については、収入総額が13億

3,807万1千円、支出総額は11億6,408万9千円

となっています。

次に、資本的収支については、収入総額は消費

税込みで3,973万3千円、支出総額は5億765万

7千円で、資本的収支で生じる不足額は損益勘定

留保資金等で補てんしました。

また、年度末の給水人口は6万390人（前年度

比299人増）となり、年度末の行政人口に対する

普及率は84.2％（前年度比0.3％増）となっていま

す。

収支差引による純利益は、資本的収支
不足額を補うための財源としています。

令和元年度は、下水道使用料の増加や企業債の償還ピークを

過ぎていることで支払利息が減少したため、当年度純利益は消費

税抜きで5億2,746万7千円となりました。

なお、収益的収支については、収入総額が18億5,228万7千

円、支出総額は13億2,482万円となっています。

次に、資本的収支については、収入総額は消費税込みで3億

3,580万8千円、支出総額は10億143万2千円で、資本的収支で

生じる不足額は損益勘定留保資金等で補てんしました。

年度末企業債未償還残高は63億5,074万5千円(前年度比4

億7,953万9千円減)となっています。

また、雨水対策として、秋山地区の雨水管きょ工事を実施しまし

た。汚水処理は、都府楼地区の老朽管長寿命化工事や北谷・大

佐野・水城・坂本地区の汚水管きょ工事を実施し、水洗化人口は

6万9,705人(前年度比213人増)で水洗化人口普及率97.2％

(前年度比0.1％増)となっています。

収支差引による純利益は、資本的収支
不足額を補うための財源としています。

25,738,187

25,017,247

720,940

140,185

580,755

▲ 57,333

169,910

24,480,570

23,542,223

938,347

300,259

638,088

44,429

371,740

1,257,617

1,475,024

▲ 217,407

▲ 160,074

▲ 57,333

▲ 101,762

▲ 201,830

区　　　分 令和元年度（A)

歳入総額　　　　　　　　　　　　　　①

歳出総額　　　　　　　　　　　　　　②

歳入歳出差引額　①-②　　　   ③

翌年度へ繰り越すべき財源　　 ④

実質収支　③-④

支収度年単

支収度年単質実

平成30年度（B） 前年度比較(A)-(B)

収入 1,338,071

支出 1,164,089

収入 1,852,287

支出 1,324,820

収入  39,733

支出 507,657

収入 335,808

支出 1,001,432
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●目的別 ●性質別

●市税…個人市民税や法人市民税などの増。

（増 1億1,600万円） 
●国庫支出金…幼児教育・保育無償化による増など。

（増 7億5,500万円）

●寄附金…ふるさと納税受入額の増。

（増 2億1,100万円）

●繰入金…基金取り崩しの減少による繰入金の減。

（減 2億8,100万円）

普通会計の概要

歳 　入

歳 出

〈主な要因〉　 ※（　）内は各区分の増減額です

〈主な要因〉　 ※（　）内は各区分の増減額です

普通建設事業費…私立保育所の整備に係る補助金や小中学校

の特別教室空調設置事業などの事業費増。

（増 8億6,700万円）

扶助費…幼稚園等の利用給付費や福祉サービスの利用者増。

（増 5億800万円）

物件費…ふるさと納税関連経費や各種システム改修等による増。

（増 3億5,800万円）

教育費…小中学校の特別教室空調設置や特別史跡大宰府

跡の保存整備などの実施による増。

（増 6億4,500万円）

民生費…福祉サービス利用者の増や私立保育所の整備に係

る補助金などの増。

（増 4億1,500万円）

商工費（その他）…プレミアム付商品券事業などの増。

（増 1億4,300万円）

市税、寄附金、国庫支出金などの増加により、歳入全体としては約12億5,700万円の増と

なりました。また、市税、寄附金などの増加により基金取り崩しを抑制することができました。

小中学校の特別教室空調設置や特別史跡大宰府跡の保存整備などを行ったことによる教

育費の増加、また福祉サービス利用者の増などによる民生費の増加など歳出全体としては

約14億7,500万円の増となりました。

23,542

1,821

2,763

2,848

1,494

1,551

10,336

2,729

25,017

1,849

2,701

3,493

1,573

1,679

10,751

2,971

24,481

4,064

1,877

6,467

3,800

8,273

25,738

4,205

1,918

7,346

3,880

8,389

性質別内訳

人件費

扶助費

公債費

普通建設事業費

災害復旧事業費

物件費

補助費等

積立金

繰出金

その他

計

（単位：百万円）

歳入内訳

R1（A）

市税 8,389

1,582

3,880

353

384

5,412

1,934

329

938

1,918

619

25,738

8,273

1,530

3,800

418

392

4,657

1,810

610

621

1,877

493

24,481

116

52

80

▲ 65

▲ 8

755

124

▲ 281

317

41

126

1,257

地方譲与税 他（交通安全交付金含む）

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市債

その他（財産収入+寄附金+諸収入）

計

（単位：百万円）

H30（B） （A）‐（B）

R1（A）

2,915

7,012

2,701

2,730

131

3,639

2,711

542

2,444

192

25,017

2,899

6,504

2,763

1,863

210

3,281

2,653

677

2,507

185

23,542

16

508

▲ 62

867

▲ 79

358

58

▲ 135

▲ 63

7

1,475

H30（B） （A）‐（B）

（百万円）

←　市税

←　交付税

←　国・県
　　支出金

←　市債

←　その他

H30 R1

歳入決算の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

←　総務費

←　民生費

←　土木費

←　公債費

←　教育費

←　衛生費

←　その他

目的別決算の推移（百万円）

H30 R1
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
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市債残高の推移

基金残高の推移

市が実際に負担する割合は約21％です。

市債残高における実負担額

市債（借金）と基金（貯金）

市債残高は２年連続で減少！
市債の一部を前倒して償還するなど減少に

努め、市債現在高（借金の残高）は、前年度よ

り約6億6,800万円減少し、227億6,600万円

となりました。

市債には、臨時財政対策債のように後年度

の元利償還に対し、その全額が交付税措置さ

れるもの、あるいは、史跡地公有化事業債（公

共用地先行取得等事業債）のように元利償還

の約95％が補助金で賄われるものなどがあり

ます。

基金残高は２年連続で増加！
老朽化した公共施設改修事業の財源として

公共施設整備基金1億4,300万円、市債の繰

上償還を目的に減債基金8,600万円を取り崩

すなどしましたが、前年度決算剰余金を基に積

み立てを行ったことにより、前年度より2億

1,300万円増の52億3,400万円となり、２年連

続で増加しました。

令和元年度末の市債残高は227億6,600万円

ですが、このうち後年度に交付税措置されるもの

が約62％、償還に対し補助金等の交付があるも

のが約17％を占めており、実質の負担割合は約

21％（46億8,700万円）となります。

（令和元年度末残高　227億6,600万円）

14,220

(62%)

4,687

(21%)

3,859

(17%)

（単位：百万円）補助金等交付額

交付税措置額実負担額

25,000

24,000

23,000

22,000

21,000

20,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

0

5,500

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

　

（単位：百万円）市債残高の推移

　元金償還額

　新規発行額

　年度末残高

財政調整資金

減債基金

その他

合　計

（単位：百万円）基金残高の推移

2,994

298

1,662

4,954

3,122

99

1,800

5,021

3,264

13

1,957

5,234

2,375

2,064

24,180

2,623

1,877

23,434

2,586

1,918

22,766

H29 H30 R1

H29 H30 R1
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経常収支比率

よく分かる！ 用語集②

●経常収支比率

●健全化法関係

実質赤字比率　　　　 一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。

連結実質赤字比率   全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。

実質公債費比率
一般会計が負担する公債費に、上下水道事業などの公営企業や一部事務組合などの元利償還金
に充てる一般会計からの繰出金および負担金などを加えた経費の標準財政規模に対する比率。

将来負担比率

一般会計などの地方債現在高、上下水道事業などの公営企業や一部事務組合などの元利償還金
に充てる一般会計からの繰入見込額、全職員の退職手当支給予定額など、一般会計などが将来負
担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。

資金不足比率
公営企業における資金不足額（一般会計などの実質赤字に相当する額）の営業収益などに対する
比率。

健全化判断比率

財 政 分 析

令和元年度の経常収支比率は94.1％となりまし

た。主な要因として、歳入で市税や地方交付税などが

増加したものの、歳出では一部事務組合に対する負

担金・繰出金などの経費が大幅に増加したことが影

響しています。

なお、大幅増収となったふるさと納税は臨時的な

収入に位置付けられることから、一般的には経常収

支比率に算入されませんが、参考として繰り入れた数

値も算出しました。

歳出面においてさらなる扶助費の増加や大型事

業に伴う市債の償還などにより、厳しい財政運営が

見込まれますが、なお一層事業の見直しや工夫を図

り、限られた財源のなかで効率的かつ効果的な事業

実施に努めます。

財政健全化判断比率は、実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担

比率の4つからなり、各比率には早期健全化基

準と財政再生基準が設定され、基準値を超えた

場合には「財政健全化計画」、「財政再生計画」

を定めなければなりません。

本市の財政健全化判断比率は左の表のとお

りで、昨年度に引き続き健全な状態を維持して

います。

なお、公営企業の経営の健全化を判断する

指標として「資金不足比率」がありますが、本市

においては、水道事業会計・下水道事業会計と

も資金不足は発生していません。

※左記の各指標については、赤字額や資金不

足が発生していない場合は比率が算定されな

いため、表示は「－」となります。

地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される一般財源（経常一般財源）のうち、人
件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費（経常的経費）に充当されたものが占める割合。

健全化判断比率 （単位：％）

指　標 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
(レッドカード)

実質赤字比率

連結実質赤字比率

率比費債公質実

率比担負来将

資金不足比率 （単位：％）

指　標 太宰府市

太宰府市

経営健全化基準
（イエローカード）

資金不足比率

－

－

1.4

－

12.90

17.90

25.0

350.0

20.00

30.00

35.0

－ 20.0

H29 H30 R1

（単位：％）経常収支比率の推移

太宰府市

ふるさと納税を

経常的な収入とした場合

94.1

92.1

91.3

93.4

92.0

91.1

85

90

95
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歴史的文化遺産の保存活用事業例 来訪者への「おもてなし」事業例

歴史的風致形成建造物の修理

環境負荷（ＣＯ2）削減事業例

観世音寺周辺などでのコスモスの栽培

令和元年度単年事業例

太宰府天満宮案内所横の公衆トイレ整備

　

歴
史
と
文
化
の
環
境
税
は
、
本
市
固
有
の
歴
史
的
文
化
遺
産
お
よ
び
観
光
資
源
な
ど
の
保
全
と
整
備

を
図
り
、
環
境
に
優
し
い
「
歴
史
と
み
ど
り
豊
か
な
文
化
の
ま
ち
」
を
創
造
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た

も
の
で
、
市
内
に
あ
る
一
時
有
料
駐
車
場
の
利
用
者
に
課
税
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
約
７
千
９
０
０
万
円
の
税
収
が
あ
り
、
平
成
15

年
の
導
入
開
始
か
ら
17

年
間
で
累

計
約
11

億
１
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
納
税
者
を
は
じ
め
、
徴
収
に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
駐

車
場
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

納
付
さ
れ
た
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
は
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
運
営
協
議
会
で
毎
年
使
い
道
を
審

議
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
基
金
か
ら
約
９
千
８
０
０
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

古
都
大
宰
府
を
彩
る

　
歴
史
と
文
化
の
環
境
税

古
都
大
宰
府
を
彩
る

　
歴
史
と
文
化
の
環
境
税

問
い
合
わ
せ　

経
営
企
画
課
(
☎
内
線
５
４
８
)

※条例や税の使いみちについて、

　 くわしくは市HPの歴史と文化の環境税のコーナーに掲載しています。　　http://www.city.dazaifu.lg.jp/admin/kurashi/zei/11/index.html

太宰府ブランド創造協議会事業 3,500万円

古都の光の実施

史跡地保存管理事業 約499万円

客館跡の整備

歴史的風致維持向上計画関連事業 約584万円

交差点交通誘導警備 約256万円

竈門神社付近での交通誘導

花いっぱい運動推進事業 約151万円

観光客用公衆トイレ整備事業 約1,401万円

HP
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だざいふ未来投資予算に沿って、次のような事業を行いました

を図りました。

また、九州国立博物館を中心とした実行委員会を組

織し、文化財などの地域資源を活用して太宰府の魅力

を国内外に発信し、地域経済、地域社会の活性化を図

る事業を展開しました。

①地域包括ケアシステム構築事業　▷ 39,128千円
市域の西側を担当とする念願の地域包括支援サブセ

ンターを設置しました。令和２年４月１日から業務を開

始し、相談支援体制を強化しています。

②福祉タクシー運営委託事業　▷ 8,279千円
心身に重度の障がいのある人の日常生活の利便と社

会活動の範囲の拡大を図るため、初乗り運賃助成のタ

クシー券を年間48枚から60枚に拡大しました。

①災害対策事業　▷ 2,759千円
自衛隊の助言を頂きながら作成した豪雨災害被害想

定に基づいて、市職員による防災訓練（机上訓練）を実

施しました。

また、自衛隊、福岡県、太宰府市他7市などと連携し、

令和5年度を目標に警固断層地震対処計画を策定するた

め、関係機関検討会議を年2回ペースで実施しました。

②消費者行政・啓発事業　▷ 5,178千円
太宰府市消費生活センターにて消費生活に関するさ

まざまなトラブルの相談を受け付けました。また、出前

講座や市広報および街頭での啓発を行うとともに、庁

内関係課で構成している「消費者安全確保地域連絡会

議」において消費者トラブルに関する情報共有、連携を

図り、消費生活上のトラブルを未然に防止しました。

①ごみ減量72,000人プロジェクト
▷ 31,371千円

ごみ減量は、全市民の生活に密着した問題であるこ

とを踏まえ、「～もう一歩進もう～ごみ減量72,000人プ

ロジェクト」として、啓発冊子の配布、「古紙等資源再

利用事業奨励金」の増額などを行い、常に社会経済情

勢の変化に対応し、効果的・効率的なごみ減量に取り

組みました。

②人権政策事業および男女共同参画推進事業
▷ 15,589千円

「部落差別解消推進法」や「障害者差別解消法」な

らびに「ヘイトスピーチ解消法」、いわゆる人権３法の

成立など社会情勢の変化に即して現行の「人権尊重の

まちづくり推進基本指針」を見直した上、新たな指針

に基づく実施計画を策定し、更に積極的に課題の解決

を図りました。

また、「第２次太宰府市男女共同参画後期プラン」

に基づき、社会のあらゆる分野において男女が共に参

画し、責任と喜びを分かち合い、性別に関わらず個人の

能力と個性が発揮できるまちづくりを進めました。

①渋滞解消事業　▷ 18,650千円
ロードプライシングも視野に入れた交通誘導施策や

パークアンドライド・シェアサイクルの活用など本市に

とって最善の方策を検討しました。

また、道路網と公共交通網の計画策定に向け、人の

移動動向を調査分析し、持続可能な公共交通網の構築

に向けた検討を進めました。

②道路改修計画事業　▷ 409,472千円
舗装の個別施設計画を策定し、補助事業や起債事業

の対象となる路線を増やすことで、少しでも多くの自治

会要望に対応できるよう努めました。

また、必要に応じて計画の見直しを行い、計画的に事

業を進めていくことで安全かつ快適に通行できるよう

整備しました。併せて、市内を縦横断する国道・県道の

維持管理や整備についても、引き続き要望しました。

プラン
5

環境重視の逆転発想で

渋滞解消

プラン
6

民間の知恵を生かした

高齢者福祉

プラン
7

防衛省自衛隊と連携した

市民の安心安全

その他
第五次総合計画

後期基本計画事業

問い合わせ　経営企画課　企画政策係　☎内線535
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①ふるさと納税事業　▷ 184,348千円
新元号「令和」とのご縁をいただいた慶びを多くの

皆さんと共有すべく、『時の旅人プロジェクト』を実施

し、クラウドファンディングによる記念モニュメントの

除幕式を行いました。また、大商談会、試食会、筑陽学

園野球部・サッカー部全国大会出場応援クラウドファ

ンディング、

ブラタモリ

コースや電子

感謝券のコト

消費など、新

たな試みに

積極的に取り

組みました。

②創業支援事業　▷ 1,990千円
市内創業をさらに促すため、創業塾修了者や商工会

の創業者向け個別経営指導を受け、実際に市内にて創

業する方に対し、事業開始時に必要となる費用の一部

を補助する制度を新設しました。

令和元年度新生太宰府元年！主な事業令和元年度新生太宰府元年！主な事業

プラン
１

プラン
3

①広報戦略関係事業　▷ 12,432千円
庁舎前での職員による朝のあいさつ運動をはじめ、わ

れわれ市職員にとって市民お一人お一人がお客さまであ

るという基本に立ち返るとともに、職場の活性化を図り

ました。また、三役会議、経営会議を正式に訓令で規定

し、より市民本位かつ迅速な意思決定にも努めました。

②まちづくりビジョン
会議事業　▷ 699千円
従来の総合戦略会議を

新たに太宰府のまちづくり

ビジョン会議と位置付け、

内外の幅広い人材を募り、

中長期的視点や広域的視野

を論点に自由闊達な意見交

換を行い、第２期「太宰府

市まち・ひと・しごと創生総

合戦略（通称）まちづくりビ

ジョン」を策定しました。

①コミュニティバス運営事業　▷ 153,898千円
市長と語る会などで要望を受けた路線延長についても

可能な限り柔軟かつスピーディーに検討を続けました。今

後、運行データの分析をし、効率性向上を念頭に置い

たダイヤ改正などを進めてまいります。

さらに、地域公共交通活性化協議会において、持続

可能な公共交通網の構築を検討しました。

②観光連携事業　▷ 9,629千円
観光推進基本計画の実践として、県物産会振興会と

の連携事業や西鉄および沿線7自治体による共同プロ

モーションを実施し、近隣とも積極的に観光連携を進

めることで本市内外の回遊性を高め、消費単価の向上

①学校ＩＣＴ環境整備事業　▷ 12,962千円
学力の更なる向上を目指すため、近隣他市に先駆

け、学校へのＩＣＴ支援員の派遣とＩＣＴ環境の整備

を、計画的・段階的に行いました。

②小学校水泳事業民間委託事業　▷ 10,450千円
児童生徒への効果的な水泳の技能獲得支援と教職員

の負担軽減、改修費節減などを目的として、市内２小学

校の民間プールを利用した水泳授業を実施しました。

③計画的学校施設大規模改造事業
▷ 477,733千円

市内小中学校の特別教室に空調設備を整備し、太宰

府東中学校では、校舎トイレの全面改修、水城西小学

校、太宰府中学校では、教室棟の大規模改造を行い、

学びやすい学習環境の整備および公共施設のトイレ洋

式化を推進しました。

また、個別施設整備計画の早期策定に向け、学校施

設整備基本構想案の検討を進めました。

④小・中学校給食事業　▷ 9,004千円
学校給食の質や量の維持を図るため、学校給食会に

食材費を補助しました。今後も本市の子どもたちの健

全な成長を最大限サポートしていきます。

⑤保育施設整備事業　▷ 328,167千円
小規模保育施設を１園公募し、特に待機の多い３歳

未満児の待機児童の解消や、既存施設についても増改

築などに合わせて事業者と協議しつつ、定員のさらな

る増加を図りました。

市民参画の行政、

街づくりで地域創生

プラン
4

積極的広域連携による

大太宰府構想

プラン
２

学問の神様にふさわしい

教育、子育て

徹底した行革と

超成長戦略で財政再建
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太宰府市国民健康保険事業特別会計の令和元年度決算では、歳入約71億4,930万円、歳出約69億2,000万円で、

収支の差し引きでは約2億2,930万円の黒字となりました。

医療・介護費の増加は、将来的な保険税の上昇や自己負担の拡大という形で、被保険者の皆さんの

負担を増やす恐れがあります。一人一人が健康に関心を持ち、適度な運動、生活習慣の改善など無理

なくできる健康づくりに取り組むとともに、適正な医療費のためにできることからやっていきましょう。

歳入の概要

歳入の主なものには、国や県からの補助金であ

る県支出金（歳入の約68％）や国民健康保険税

（歳入の約20％）があります。

歳出の概要

歳出の主なものには、国保加入者の医療費などの支払いにあたる保険

給付費（歳出の約69％）や、県の国保運営の財源として県に対し納付する

国民健康保険事業費納付金（歳出の約27％）があります。

●特定健診とは

特定健診とは、糖尿病や脂質異常症、高血圧症などの生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的とした

健診です。

●特定健診を受けると

①健診結果に合わせた保健指導が受けられる。

②保健指導で生活習慣改善ポイントが分かる。

③毎年の受診で、継続した健康管理ができる。

④生活習慣病の発症や重症化を予防することができ、医療費も抑制できる。

●特定保健指導とは

特定健診の結果で、生活習慣病の発症リスクが高いと判定された人に対して、保健師や管理栄養士が特定保健

指導を行います。特定保健指導では、日常生活の状態を聞きながら、その人に合った方法で、運動や食生活を中心と

した改善を一緒に考えます。

●年に一度、特定健診を

生活習慣病は、気付かないうちに進行します。年に一度の特定健診で、健康状態のチェックをしましょう！

市では、40歳から74歳までの国保に加入している人を対象に、特定健診を実施しています。

と

康

と

康
 金係
 313・320）

令和元年度国民健康保険事業特別会計決算

生活習慣を見直して、
生活習慣病の発症、重症化を予防しましょう！

②保険給付費
4,755,717

68.73%

①国民健康保険税
1,462,944

20.46%

②県支出金
4,864,653

68.04%

③繰入金
671,744

9.40%

④繰越金
108,023

1.51%

⑤諸収入
41,932

0.59%

③国民健康保険
事業費納付金
1,865,253

26.95%

①総務費
119,861

1.73%

④保健事業費
64,834

0.94%

⑤基金積立金
63,282

0.91%

⑥諸支出金
51,049

0.74%

歳出
69億1,999万6千円

歳入
71億4,929万6千円

①国民健康保険税

②県支出金

③繰入金

④繰越金

⑤諸収入

①総務費

②保険給付費

③国民健康保険

　 事業費納付金

④保健事業費

⑤基金積立金

⑥諸支出金

人件費や事務費等、国保事業運営にかかる経費

国保加入者の医療費等の支払

福岡県全体でかかる保険給付費などを

県内市町村で按分し県に支払うもの

特定健診や医療費適正化にかかる経費

年度間の財源の不均衡を調整するための

資金の積み立て

償還金や還付加算金など

国保加入者が納めた保険税 

国交付金含む県からの補助金

一般会計からの繰入金

前年度から繰越した剰余金

延滞金やその他雑入

（単位：千円） （単位：千円）
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わが国の誰もが病気やけがをした場合に安心して医療を受けられる「国民皆保険」。国民健康保険（以下、国保）は

国民皆保険を支える公的医療保険の一つです。

国保は、市の一般会計とは別に独立した「国民健康保険事業特別会計」を設け、運営しています。加入者の皆さん

が納められた国民健康保険税を医療費の支払いに充てるなど、「相互扶助」で成り立っている制度です。

そこで、本市の国民健康保険事業が現在どのような状況にあり、健全に運営されているか把握するために、加入

している被保険者数や年齢構成、医療費、そして国民健康保険事業特別会計決算状況をお知らせします。

右のグラフは平成27年度以降の本市の年代

別国保被保険者数の推移を示したものです。全

体として、減少傾向にあります。年代別に見ます

と、６歳～64歳が減少し、70歳以上が増加して

います。令和元年度の被保険者数は年間平均

で1万4,800人となり、平成30年度より555人減

少しました。なお、本市の人口に占める国保の

加入割合は20.64％と、約５人に１人が国保加

入者となっています。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）を選びましょう

市では医療費の節減のため、低価格で、安全性や効き目は新薬と同様と認められているジェネリック医薬品の使

用を推進しています。医師や薬剤師と相談しながら、薬代の負担を軽くしましょう。

重複受診、頻回受診を控えましょう

同じ病気で複数の医療機関を受診する「重複受診」や、毎月医療機関に必要以上に受診する「頻回受診」は、医

療費が適正でないだけでなく、自身の体に悪影響を与える場合があります。医師の治療などに不安があるときはその

ことを医師に伝えて話し合ってみましょう。

かかりつけ医をもちましょう

身近なかかりつけの医師を見つけ、医師の指示を守りましょう。また、自己判断で治療の中断をせず、しっかり治しま

しょう。

お薬手帳を使いましょう

お薬手帳はいつ、どこで、どんな薬を処方してもらったかを記録しておく手帳のことです。複数の医療機関を受診す

るときや転居したときなど、医療機関や薬局で提示すれば、情報共有ができ、薬の重複や良くない飲み合わせ、同じ

薬による副作用の再発などを防止できます。

国保

　 健

国保

　 健
問い合わせ
　国保年金課　国保年　
　（☎内線311・312・　

国民健康保険を知っていますか？

■被保険者数は若年者が減少、
　 70歳以上は増加

医療費の適正化に向けて

年代別被保険者数の推移

0

5000

10000

15000

20000

H27
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16,605

15,902
15,355

14,800

1人当たりの医療費

6～64歳 65～69歳 70～74歳

 被保険者数（人）（人数は年度平均）

総医療費

左のグラフは、総医療

費と一人当たりの医療費の

推移を表したものです。総医

療費は被保険者数の減少に

より、平成27年度をピークに減

少に転じていますが、被保険者の高

齢化や医療の高度化に伴い、一人当たり

の医療費は、平成23年度は約33万円でした

が、令和元年度は約38万円となり、８年間で

15％ほど増加しています。

■一人当たりの
　 医療費は
　 ８年で約15％増
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6,300

300,000

320,000

340,000

360,000
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379,552
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配偶者（Cさん）と子ども（Dさん）はBさんの要観

察期間（約2週間）が終了するまで宿泊施設で安心

して過ごすことができます。

配偶者（Cさん）と子ども（Dさん）は感染のリスク

が高い職場で勤務しているAさんと最長14日間離

れて、宿泊施設で過ごすことができます。

※CさんとDさんではなく、Aさんのみが宿泊施設で

過ごすのも可。

新型コロナウイルス感染症陽性患者の濃厚接触者となる者の家族および医療従事者などとその家族に対して、

新型コロナウイルス感染症陽性患者の濃厚接触者の検査結果が判明するまでの期間、 または濃厚接触者の健康

観察期間の間に、 その家族が新型コロナウイルス感染症予防のため、 宿泊施設を利用された際の宿泊費を助成す

ることにより、 安心できる居場所を確保します。

宿泊に要した費用の領収書および明細書など

（宿泊施設の所在地および宿泊費と食費の金額の記載があるもの）

対象者が医療従事者または介護従事者の家族である場合は、医療従事者または介護従事者の家族

がいることが確認できる書類

● 家族内感染対策事業とは

【事業が利用できる例】

【申請に必要なもの】

令和２年度家族内感染対策事業を実施しています！令和２年度家族内感染対策事業を実施しています！

問い合わせ　　元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000

対象者および申請者の本人確認ができる書類（公的身分証明書の写しなど）

対象者が医療従事者または介護従事者である場合は、従事していることが確認できる書類

太宰府市家族内感染対策事業助成金交付申請書

太宰府市に在住在勤の人で、ＰＣＲ検査などにおいて陽性と判断された新型コロナウイルス感染症

の陽性患者の濃厚接触者となる者の同居の家族および医療従事者などとその家族

【対象者】

【対象期間】

令和２年１０月１日～令和３年３月31日

【補助金額】

市内の宿泊施設を利用する場合（1人あたり）・・・・宿泊費（上限1日10,000円）

市外の宿泊施設を利用する場合（1人あたり）・・・・宿泊費の１/２額（上限5,000円）

①

②

①

③

⑤

④

②
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マイナンバーカードを活用した消費活性化策の一環として、キャッシュレス決裁サービスへ一定額の

チャージなどをすると、お買い物などに利用できるマイナポイントが国から付与されます。期間内にキャッ

シュレスで2万円のチャージ又はお買い物をすると1人当たり上限5,000円分(付与率25％)のマイナポイ

ントがもらえます。

◎土曜開庁日でもカードの受取可能です。

今月は14日㈯・28日㈯の午前9時から正午まで
開庁します。

この機会にぜひマイナンバーカードの取得を！

国のマイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120-95-0178

平日:午前9時30分～午後8時　土日祝:9時30分～午後5時30分

マイナポイントの申請はお済みですか？

ひとりあたり

上限5,000円分もらえる

（問い合わせ　経営企画課　企画政策係　内線535）

※令和３年３月３１日までのチャージ or お買い物が対象

太宰府市マイナンバーカード発行枚数（累計）
◆交付枚数の推移　　

R2(9月末) 3,726枚

R1　　　　　 2,024枚

R2は年度途中ですが、
昨年度より増加して
います！

マイナンバー制度全般に

関するお問い合わせ ［ ［

マイナポイントとは
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（1）公的年金等控除額が10万円引き下げられます。

（2）公的年金等の収入金額が1,000万円を超える場合の公的年金等控除額については、195万５千円が上限とされ

ます。

（3）公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額が、1,000万円を超え2,000万円以下の場合には10

万円が、2,000万円を超える場合には20万円が、見直し後の控除額から引き下げられます。

3.公的年金等控除の改正

以下に該当する場合は、所得金額調整控除が給与所得から控除されます。

（1）給与等の収入金額が850万円を超え、次のアからウのいずれかに該当する場合

ア.特別障害者に該当するもの

イ.年齢23歳未満の扶養親族を有するもの

ウ.特別障害者である同一生計配偶者もしくは扶養親族を有するもの

（2）給与所得控除後の給与等の金額及び公的年金等に係る雑所得の金額があり、給与所得控除後の給与等の金

額と公的年金等に係る雑所得の金額の合計額が10万円を超える場合

4.所得金額調整控除の創設

65歳未満の公的年金等控除額速算表（改正前と改正後）

65歳以上の公的年金等控除額速算表（改正前と改正後）

※年齢区分は、課税年度の1月1日（賦課期日）時点での判定です。

公的年金等収入

金額（Ａ） 改正前

改正後

1,000万円以下
1,000万円超

2,000万円以下
2,000万円超

公的年金等控除額

公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額

130万円以下

130万円超410万円以下

410万円超770万円以下

770万円超1,000万円以下

1,000万円超

70万円

（Ａ）の25％＋37万5千円

（Ａ）の15％＋78万5千円

（Ａ）の5％＋155万5千円

（1）に該当

（2）に該当

両方に該当

｛給与等の収入金額（1,000万円を超える場合には1,000万円）－850万円｝の10％

｛給与所得控除後の給与等の金額（10万円を限度）

＋公的年金等に係る雑所得の金額（10万円を限度｝－10万円

（1）の控除後の金額から（2）の金額を控除

60万円

（Ａ）の25％＋27万5千円

（Ａ）の15％＋68万5千円

（Ａ）の5％＋145万5千円

195万5千円

50万円

（Ａ）の25％＋17万5千円

（Ａ）の15％＋58万5千円

（Ａ）の5％＋135万5千円

185万5千円

40万円

（Ａ）の25％＋7万5千円

（Ａ）の15％＋48万5千円

（Ａ）の5％＋125万5千円

175万5千円

公的年金等収入

金額（Ａ） 改正前

改正後

1,000万円以下
1,000万円超

2,000万円以下
2,000万円超

公的年金等控除額

公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額

330万円以下

330万円超410万円以下

410万円超770万円以下

770万円超1,000万円以下

1,000万円超

120万円

（Ａ）の25％＋37万5千円

（Ａ）の15％＋78万5千円

（Ａ）の5％＋155万5千円

110万円

（Ａ）の25％＋27万5千円

（Ａ）の15％＋68万5千円

（Ａ）の5％＋145万5千円

195万5千円

100万円

（Ａ）の25％＋17万5千円

（Ａ）の15％＋58万5千円

（Ａ）の5％＋135万5千円

185万5千円

90万円

（Ａ）の25％＋7万5千円

（Ａ）の15％＋48万5千円

（Ａ）の5％＋125万5千円

175万5千円
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（1）基礎控除額が10万円引き上げられます。

（2）前年の合計所得金額が2,400万円を超える所得割の納税義務者については、その前年の合計所得金額に応じ

て控除額が逓減し、前年の合計所得金額が2,500万円を超える所得割の納税義務者については基礎控除の適

用はできません。

働き方の多様化をふまえ、特定の収入にのみ適用される給与所得控除および公的年金等控除の控除額を一律

10万円引き下げ、収入の種類にかかわらず適用される基礎控除の控除額を10万円引き上げます。

令和３年度（令和２年１月１日から令和２年12月31日の期間に得られた収入）の市・県民税から適用され

る税制改正の主な内容について、今月と来月の２回にわたってお知らせします。

給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振り替え

令和３年度の個人住民税（市・県民税）の改正について（前編）令和３年度の個人住民税（市・県民税）の改正について（前編）

問い合わせ　　税務課　市民税係（☎内線330・331・336）

1.基礎控除の改正

（1）給与所得控除額が10万円引き下げられます。

（2）給与所得控除の上限額が適用される給与などの収入額が1,000万円から850万円に引き下げられ、その上限額

が220万円から195万円に引き下げられます。なお、子育て世代や介護世帯には負担が生じないよう、別途措置

が講じられます（後述の「4.所得金額調整控除の創設」をご確認ください）。

2.給与所得控除の改正

給与所得控除額速算表（改正前と改正後）

基礎控除額の改正前と改正後

給与等の収入金額

162万５千円以下

162万５千円超180万円以下

180万円超360万円以下

360万円超660万円以下

660万円超850万円以下

850万円超1,000万円以下

1,000万円超

改正前

65万円

その収入金額の40％

その収入金額の30％＋18万円

その収入金額の20％＋54万円

その収入金額の１０％＋120万円

その収入金額の１０％＋120万円

220万円

改正後

55万円

その収入金額の40％－10万円

その収入金額の30％＋８万円

その収入金額の20％＋44万円

その収入金額の10％＋110万円

195万円

195万円

前年の合計所得金額

2,400万円以下

2,400万円を超え2,450万円以下

2,450万円を超え2,500万円以下

2,500万円を超える

改正前

33万円

33万円

33万円

33万円

改正後

43万円

29万円

15万円

適用なし

て い  げ ん
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悩んでいる人へ、まずは相談を悩んでいる人へ、まずは相談を

電話相談ＤＶ被害の相談窓口一覧 （相談無料、通話料はかかります）

ちくし女性ホットライン

相談機関 電話番号 受付時間

月・水・木・金曜　正午～午後7時
土曜　午前10時～午後5時（いずれも祝日除く）

あすばる相談ホットライン
毎日（8月13日～15日を除く）　午前9時～午後5時

※金曜（祝日除く）は午後8時30分まで開設。

配偶者暴力相談支援センター
（筑紫）

☎（584）0052
月～金曜（祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

福岡県配偶者からの暴力相談電話
月～金曜　午後5時～午前0時

土曜・日曜・祝日　午前9時～午前0時

男性ＤＶ被害者のための

相談ホットライン
☎（571）1462 水・木曜（祝日除く）　午後5時～8時

金曜（祝日除く）　正午～午後4時

ＬＧＢＴの方のＤＶ被害者

相談ホットライン

 080   （2701）5461

第2火曜（祝日除く）　正午～午後4時

第4火曜（祝日除く）　午後5時～8時

※各相談機関とも年末年始は休みです。

※ともに事前の予約が必要のため、ご相談される際には、予約受付電話にて予約してください。また、相談料は無料です。

☎（513）7335

☎（584）1266

性暴力被害等の相談窓口

性暴力

相談機関相談内容 電話番号 受付時間

犯罪被害

性暴力被害者支援センターふくおか

福岡県警察の犯罪被害者相談電話
「心のリリーフ・ライン」

☎(409)8100

☎(632)7830

年中無休、24時間対応

月～金曜（祝日除く）　午前9時～午後5時45分

相談機関 相談受付時間 予約受付電話

ルミナスＤＶ相談室

あすばる相談室

第2・4木曜日　午前10時～午後3時
祝日・年末年始・臨時休館日を除く

午前9時～午後5時
金曜日は午後6時～午後8時30分も受付
8/13～8/15、祝日・年末年始を除く

☎(925)5404
火曜日～土曜日　午前9時～午後5時

☎(584)1266
受付時間は左記の時間と同じ

メールなどによる相談

相談機関 相談方法

あすばるメール相談
（メール相談）

DV相談＋（プラス）
（電話・メール・チャット）

あすばるホームページの相談フォームからご相談ください。
https://www.asubaru.or.jp/93009.html
回答には１週間程度かかります。お急ぎの際は相談ホットラインをご利用ください。

電話相談：☎0120-279-889（24時間受付）
メール相談、チャット相談（正午～午後10時受付）はホームページからご利用ください。
https://soudanplus.jp/

面談相談

☎（663）8724

●性暴力の二次被害について

勇気を出して相談したとしても、周囲からこのような反応をされることがあります。

「それって本当？」「あなたが無防備だったから」「あなたにも原因があるんじゃない？」

性暴力は、 時としてこのように「被害者の責任」にされることがあります。性暴力は被害者に責任があるのでは

ありません。悪いのは加害者です。しかし、実際にこのような心無い言葉に傷つき苦しんでいる人が大勢います。

もしあなたが被害者から相談を受けたら、 まずは否定せずに気持ちを受け止めてください。 「あなたは悪くない

よ」「あなたの責任ではないよ」と伝えてください。

専門機関に相談することで、 自分の状況が整理できたり、 解決方法が見つかったりすることがあります。

相談しづらい場合は匿名での電話やメール、チャットなどで相談する方法もあります。秘密は守られますので

ご安心ください。

※身の危険を感じる緊急の場合は警察に通報してください。
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～女らしく、男らしく、いえ私らしく、あなたらしく～

問い合わせ　人権政策課　男女共同参画推進係（☎内線５４２）

11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動週間です11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動週間です

男女共同参画男女共同参画

●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは？

配偶者や恋人など、 親密な関係にある人から振るわれる暴力のことです。暴力といっても殴る ・蹴るなどの身

体的な暴力だけでなく、暴言、生活費を渡さない、人との付き合いを制限させるなどの行為もＤＶにあたります。

●性暴力根絶のための取り組みが強化されます

内閣府の今年度の女性に対する暴力をなくす運動のテーマは「性暴力を、なくそう」です。

性暴力は、望まない ・同意のない性的な行為や発言のことで、その人の性に関する自己決定権や、人格を侵

害する極めて悪質な行為です。

●性暴力のイメージ

皆さんは「性暴力とは、若い女性が一人で夜道を

歩いている時に、 知らない人から被害を受ける」 と

いうイメージがありませんか？ところが内閣府の調

査によると 「顔見知りからの被害」が約８割を占め、

「知らない人からの被害」は約1割です（グラフ①）。

つまりこのイメージは性暴力の実態のごく一部で

しかありません。

●被害に遭っても相談しづらい

内閣府の調査によると、 半数以上の性暴力被

害者が「誰にも相談していない」と回答しています

（グラフ②）。また、 警察に相談した人は 1割未満

でした。

相談しない理由は 「恥ずかしい」 「思い出したく

ない」などです。

配偶者などからの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買春、セクシュアルハラスメントなどは特に

女性が被害を受けやすいことから、内閣府では毎年 11月 12日～ 25日を「女性に対する暴力

をなくす運動」として、全国でさまざまな取り組みを行っています。

太宰府市では、市民の皆さん一人一人が個性と能力を発揮しながら、家庭や地域、職場、学校などの

あらゆる場面において、 自分らしく生き生きと暮らすことができる「男女共同参画社会」の実現に取り組ん

でいます。

パープルリボンは女性に対する暴力根絶運動のシンボルです。 ▶

配偶者や交際相手

職場・学校関係

親族

親の交際相手

その他知人

その他

知らない人

無回答

47.6

(%)

加害者との関係 （グラフ①）

無理やりに性交等された被害の相談経験 （グラフ②）

23.1

9.7

2.4

6

7.3

11.6

8.5

「平成29年内閣府男女間における暴力に関する調査」を基に作成

「平成29年内閣府男女間における暴力に関する調査」を基に作成

無回答 4.9

相談した
39相談

しなかった
56.1
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11月11日は「介護の日」です。在宅などで介護を受けながら生活をする人が増えるとともに、「高齢者虐待（以下、虐

待）」の件数も、年々増加傾向にあります。虐待を受けている人（被虐待者）の中には、虐待をしている人をかばう、知ら

れたくないなどの思いがあるため虐待の事実を訴えない人もいます。そのため、周囲が気づいて相談することがとても

重要になってきます。虐待に関する正しい知識を知り、適切に対応できるようにしましょう。

虐待の種別および具体的内容は、右

記の通りです。また、厚生労働省が発表

した平成30年度の「高齢者虐待の防

止、高齢者の養護者に対する支援等に

関する法律」に基づく対応状況等に関

する調査によると、

虐待の種別のうち

最も多いのは身体

的虐待（67.8％）、次

いで 心 理的虐待

（39.5％）となってい

ます。 出典／厚生労働省の平成30年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」

に基づく対応状況等に関する調査

高齢者虐待を正しく知って、防ぎましょう高齢者虐待を正しく知って、防ぎましょう

問い合わせ　　高齢者支援課　高齢者支援係 （☎929-3210）

名称

日時

場所

人数

申込方法

申込先

令和2年12月5日（土）午前10時～正午 

とびうめアリーナ会議室・研修室 

25人程度（先着順） 

電話またはファクス　11月26日（木）まで 

地域包括支援センター

（高齢者支援課）

太宰府市地域包括支援センター
（太宰府中学校区・太宰府東中学校区担当）

暴力的行為、強制的行為・乱暴な扱い、
身体の拘束

67.8%

19.9%

39.5%

0.4%

17.6%

必要とする医療・介護サービスの制限、
水分・食事摂取の放任、入浴・排泄介助放棄、
劣悪な住環境で生活させる

暴言・威圧・侮辱・脅迫、無視・嫌がらせ

性行為の強要、性的羞恥心を喚起する行為
の強要

年金・預貯金の無断使用、必要な費用の不払い、
日常生活で必要な金銭を渡さない・使わせない、
不動産・有価証券などの無断売却

身体的虐待

介護・世話の
放棄放任

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待

太宰府市地域包括支援サブセンター
（学業院中学校区・太宰府西中学校区担当）

太宰府市高齢者支援課高齢者支援係

五条3-1-1いきいき
情報センター1階

大字通古賀197番地3

五条3-1-1いきいき
情報センター1階

☎929-3211

☎918-2200

☎929-3210

相
談
窓
口

所在地

内容

【虐待種別および内容】

割合虐待種別

電話番号

虐待とは？

被虐待者のうち約70%が要介護認定を受けており、さらにそのうちの約70%に認知症による生活への支障があ

ることが分かっています。適切な介護の仕方や認知症への対応が分からず、ついかっとなって叩いてしまう、心身共に

疲れきって世話を放棄してしまうということも起こり得ます。

なぜ虐待が起こるのか

虐待はどの家庭でも起こりうる身近な問題です。

虐待を受けている人、もしくは介護に悩んでいる人がいれば、一人で悩まず、一緒に解決方法を考えましょう。　

また、虐待かもしれないなど、心配な高齢者や介護者に気づいた人も迷わずに相談しましょう。

相談窓口は主に下記の３カ所です。相談者のプライバシーは保護されますので、ご安心ください。

一人で悩まず、相談を

「誰でもできるらくらく介護」受講者募集のお知らせ
家で過ごす時間が長くなる年末年始に向け、高齢

者の介護について学んでみませんか。

正しい知識と技術を学ぶことで、介護する人も落ち

着いた対応ができ、介護される人の安心安全な生活

にもつながります。

介護体験講座

電話（９２９）３２１１

FAX（９２９）３２０６
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行政

子育て 手続き

問い合わせ　国保年金課　国保年金係（☎内線３０６）

ねんきんダイヤル☎０５７０（０５）１１６５

年金生活者支援給付金制度について

問い合わせ
　　　　　　福祉課　福祉政策係（☎内線363）

新生児臨時特別給付金の支給について

問い合わせ

　　　保育児童課　保育所係（☎内線319）

令和３年度認可保育所などの
入所申込みを受け付けます

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
受
け
取
り
に
は
請

求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象

①
65

歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
、
世
帯
全
員
の
市
民
税

が
非
課
税
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の

所
得
額
が
87

万
９
千
９
０
０
円

以
下
の
人

②
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
前

年
の
所
得
額
が
「
４
６
２
万
１

千
円
＋
扶
養
親
族
の
数

×

38

万
円
」
以
下
の
人

③
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
前

年
の
所
得
額
が
「
４
６
２
万
１

千
円
＋
扶
養
親
族
の
数

×

38

万
円
」
以
下
の
人

請
求
手
続
き

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
人
に

は
、
10

月
中
旬
ご
ろ
か
ら
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
す
る
た
め
の
お

知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。
同
封
の
ハ

ガ
キ
(
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

請
求
書
)
に
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
令
和
３
年
２
月
１
日
ま

で
に
請
求
手
続
き
が
完
了
す
る

と
、
８
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給

し
始
め
る
人
は
、
年
金
の
請
求
手

続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
役
所
で
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

給
付
金
の
詳
細
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」(
番
号
は
上
記
)
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

注
意

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機

構
や
厚
生
労
働
省
が
、
家
族
構
成

や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証

番
号
を
電
話
で
問
い
合
わ
せ
す
る

こ
と
や
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
基
準

日(
令
和
２
年
４
月
27
日
)を
過
ぎ
て

生
ま
れ
た
新
生
児
一
人
当
た
り
10

万
円
を
支
給
し
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

令
和
２
年
４
月
28

日
か
ら

令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
に
生

ま
れ
、
出
生
に
よ
り
市
に
住
民

登
録
さ
れ
た
新
生
児
。

申
請
者　

対
象
と
な
る
新
生
児
の

出
生
日
に
お
い
て
、
市
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
父
ま
た
は
母
。

申
請
期
間　

令
和
２
年
10

月
１
日

(
木
)
~
令
和
３
年
４
月
20

日

(
火
)(
当
日
消
印
有
効
)

支
給
金
額　

対
象
児
一
人
当
た
り

10

万
円

申
請
方
法　

申
請
書
を
郵
送
ま
た

は
出
生
届
出
時
に
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
返
信
用
封
筒
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
方
法　

指
定
さ
れ
た
申
請
者

本
人
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

対
象　

保
護
者
の
就
労
、
出
産
、
病

気
、
病
人
の
介
護
、
災
害
な
ど
で

昼
間
の
保
育
が
で
き
な
い
、
生

後
50

日
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳

幼
児
。

受
付
期
間　

12

月
１
日
(
火
)
~
28

日
(
月
)　

平
日
午
前
８
時
30

分

~
午
後
５
時

※

以
下
の
土
曜
開
庁
日
も
受
け
付

け
ま
す
。

12

月
12

日
(
土
)
・
26

日
(
土
)
、

午
前
９
時
~
正
午

受
付
場
所　

保
育
児
童
課

提
出
書
類　

入
所
申
込
書
、
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
が
分

か
る
証
明
書
な
ど
。

入
所
案
内
な
ど
の
配
布

11

月
２
日
(
月
)
か
ら
、
保
育
児

童
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
。

※

本
年
度
の
申
し
込
み
を
し
て
い

る
人
も
、
新
た
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

※

年
度
途
中
の
入
所
希
望
申
し
込

み
も
こ
の
期
間
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

求
職
中
の
申
し
込
み
も
可
能
。

※

受
付
期
間
を
過
ぎ
て
の
申
し
込

み
は
、
二
次
利
用
調
整
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※

定
員
な
ど
の
都
合
に
よ
り
入
所

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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行政 子育て

福祉

戦没者等のご遺族の皆さまへ
第十一回 特別弔慰金の請求を受付中です

問い合わせ
　元気づくり課（子育て支援センター）☎（919）6001

11月は「児童虐待防止推進月間」です

問い合わせ

　　　　経営企画課　企画政策係（☎内線５４８）

宝くじ助成金で各種備品を購入しました

○
支
給
要
件

・
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
人
が
い
な
い
こ
と
が

要
件
で
す
。

・
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
お
生

ま
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要

件
で
す
。
な
お
、
子
は
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
胎
児
も
含
ま
れ

ま
す
。

○
支
給
内
容

額
面
25

万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

○
請
求
期
限

令
和
５
年
３
月
31

日
(
金
)
ま
で

※

期
限
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
必
要
書
類
(
第
十
回
以
前
の
支

給
を
受
け
た
人
が
請
求
さ
れ
る

場
合
)

①
印
鑑
②
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

※

そ
の
他
別
途
書
類
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

請
求
書
関
係
は
上
記
の
問
い
合

わ
せ
先
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。
児
童
虐
待
は
、

身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
は
な
く
、

衣
食
住
の
世
話
が
極
端
に
不
適
切

だ
っ
た
り
、
心
を
傷
つ
け
た
り
す

る
よ
う
な
言
動
も
含
ま
れ
ま
す
。

「
児
童
虐
待
で
は
？
」
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

連
絡
先

福
岡
県
福
岡
児
童
相
談
所

☎(
５
８
６
)０
０
２
３

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎

１
８
９

家
庭
児
童
相
談
室

☎
(
９
２
４
)
０
０
８
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(
９
１
９
)
６
０
０
１

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
宝
く
じ
の

助
成
金
で
各
種
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

【
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

東
ヶ
丘
区
自
治
会
が
、
多
様
な

世
代
が
交
流
す
る
行
事
で
あ
る

夏
祭
り
を
、
安
心
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
用
の

太
鼓
、
放
送
機
器
、
発
電
機
な
ど

を
整
備
し
ま
し
た
。

※

事
業
実
施
前
年
の
９
月
頃
に
自

治
会
に
募
集
予
定
。

※

当
該
事
業
は
(
財
)
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広

報
事
業
で
す
。

戦
後
70

周
年
と
い
う
節
目
の
機
会
を
と
ら
え
、
今
日
の
我
が
国
の
平

和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、

国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
(
記
名
国
債
)
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

順位

①

②

③～⑥

⑦～⑩

⑪

⑫

支給対象者

（※下記の順番による最先順位のご遺族お１人）

令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族

等援護法による弔慰金の受給権を取得した人

次の要件を全て満たす③父母④孫⑤祖父母⑥

兄弟姉妹

○戦没者等の死亡当時、戦没者等と生計関係

を有していた。

○令和２年４月１日時点で戦没者等の遺族以

外の人と、氏を改める婚姻をしていない、事実

上の婚姻関係にない、養子になっていない。な

お、戦没者等の死亡日前に行った婚姻や養子

縁組が令和２年４月１日時点で継続している

場合は問題ありません。

上記③～⑥の要件を満たさない⑦父母⑧孫⑨

祖父母⑩兄弟姉妹

戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上戦没

者等と生計関係を有していた人で、戦没者等

の葬祭を行った三親等内親族

戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上戦没

者等と生計関係を有していた人で、戦没者等

の葬祭を行わなかった三親等内親族

戦没者等の子

受付・問い合わせ　福祉課　福祉政策係（☎内線３76）

助成金で購入した太鼓
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行政

行政

文化

健康

アシスト事業に関する問い合わせ　文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１

令和２年度市民ホールイベントアシスト事業
第４回西の都秋の彩祭「太宰府音楽祭」

問い合わせ
　人権政策課　男女共同参画推進係（☎内線５４２）

男女共同参画セミナーの開催

問い合わせ　スポーツ課☎（918）5381

　　　　　　　　 太宰府史跡水辺公園☎（921）8668

太宰府史跡水辺公園（市民プール）
臨時休園のお知らせ

問い合わせ

都市計画課　景観・歴史のまち推進係（☎内線424）

太宰府市景観計画の
パブリック・コメントを募集します！

以
下
の
日
程
で
、
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
11

月
開
催
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ　

「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
理

解
と
支
援
」

内
容　

Ｄ
Ｖ
の
形
態
、
被
害
者
へ

の
対
応
な
ど
実
情
を
交
え
て
お

伝
え
し
ま
す
。

講
師　

石
本　

宗
子
さ
ん
(
社
会

福
祉
士
)

日
時　

11
月
14
日(
土
)10
時
~
正
午

▼
１

月
開
催
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ　

「
オ
ト
コ
の
介
護
と
働

く
環
境
」

内
容　

認
知
症
の
親
の
遠
距
離
介
護

経
験
を
踏
ま
え
、
認
知
症
や
介
護

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

講
師　

藤
崎　

真
二
さ
ん
(
西
日

本
新
聞
社
論
説
委
員
) 

日
時　

令
和
３
年
１
月
23
日
(
土)

午
前
10
時
~
正
午

参
加
費　

２
講
演
と
も
無
料
。
た

だ
し
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

太
宰
府

市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
ル
ミ
ナ
ス

☎
(
９
２
５
)
５
４
０
４

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
変
更
・
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

プ
ー
ル
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
た
め
、
左
記
の
期

間
は
臨
時
休
園
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

臨
時
休
園
期
間

11
月
24
日
(
火
)
~
28

日
(
土
)

太
宰
府
市
で
は
良
好

な
景
観
形
成
の
た
め
に

「
太
宰
府
市
景
観
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
運
用
の
中
か
ら
見

え
て
き
た
課
題
を
整
理

し
計
画
の
変
更
案
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま

す
。
ご
意
見
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
３
日

(
火
)~
12
月
２
日(
水
)

受
付
場
所　

市
役
所
ほ
か

市
内
公
共
施
設
７
カ
所

テ
ー
マ
は
「
文
化
を
繋
ぐ
」
。
ア

マ
チ
ュ
ア
４
組
、
プ
ロ
３
組
が
参

加
す
る
音
楽
祭
で
す
。
雅
楽
を
演

奏
す
る
大
宰
府
連
雅
会
や
万
葉
集

を
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
で
歌
う
音
楽
家

グ
ル
ー
プ
雅
遊
、
筑
前
琵
琶
の
寺

田
蝶
美
な
ど
が
出
演
し
ま
す
。

出
演
者
(
予
定
)

大
宰
府
連
雅
会
、
日
本
経
済
大

学
吹
奏
楽
部
、
太
宰
府
・
水
城

を
う
た
う
会
、
音
楽
家
グ
ル
ー

プ
雅
遊
、
九
友
合
唱
団
、
寺
田
蝶

美
、
太
宰
府
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽

部

日
時11

月
23
日
(
月
・
祝
)
午
後
２
時

開
演
(
午
後
１
時
30
分
開
場
)

場
所プ

ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
市

民
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料
。
事
前
申
込
制
。

申
込
方
法

電
話
も
し
く
は
西
の
都
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
(　

https://nishinomi

yako0501.jimdofree.com/

)
か

ら
。

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

12
月
１
日
(
火
)
か
ら
。
西
の
都

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

お

よ

び

Y
o
u
T
u
b
e

「
西
の
都
太
宰
府
茶
論

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

主
催
・
公
演
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
、
申
込
先

西
の
都
太
宰
府
茶
論
推
進
協
議

会
事
務
局　

０
９
０-

８
３
９
４

-

６
５
６
２
(
今
村
)

寺田蝶美 大宰府連雅会 て

ら

 

だ 

ち
ょ
う 

び

HP
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行政行政

行政行政

問い合わせ
　　　　　 　観光推進課　観光推進係（☎内線483）

太宰府市事業者等感染防止対策
支援金の交付について

交
付
要
件

①
市
内
に
不
特
定
多
数
の
来
客
を

想
定
す
る
店
舗
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
こ
と
。

②
福
岡
県
の
「
感
染
防
止
宣
言
ス

テ
ッ
カ
ー
」
を
取
得
し
、
店
舗
な

ど
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。
た

だ
し
、
福
岡
県
ス
テ
ッ
カ
ー
を

取
得
し
て
い
な
い
が
、
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る

場
合
は
、
交
付
対
象
と
し
ま
す
。

太
宰
府
市
を
訪
れ
る
人
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
を
す
で
に

行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
さ
ら
に
感
染
症
防
止
対
策
に
努
め
る
企
業
・
個

人
事
業
主
な
ど
に
対
し
、
太
宰
府
市
事
業
者
等
感
染
防
止
対
策
支
援
金

を
交
付
し
、「
太
宰
府
コ
ロ
ナ
滅
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
配
付
し
ま
す
。

交
付
額

１
事
業
者
あ
た
り
３
万
円

申
請
書
提
出
方
法

郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で

す
。

申
請
期
間

11
月
30
日
(
月
)
ま
で

応
募
対
象
者

太
宰
府
市
事
業
者
等
感
染
防
止

対
策
支
援
金
の
申
請
を
さ
れ
た

市
内
の
企
業
・
個
人
事
業
主
。

表
彰
内
容

金
賞
(
若
干
名
)
10
万
円
、
銀
賞

(
若
干
名
)
５
万
円
、
銅
賞
(
若
干

名
)
３
万
円

応
募
方
法

太
宰
府
市
事
業
者
等
感
染
防
止

対
策
支
援
金
の
申
請
書
と
合
わ

せ
て
応
募
用
紙
を
郵
送
に
て
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市

太
宰
府
市
事
業
者
等
感
染
防
止
対
策
支
援
金
の
交
付
と
合
わ
せ
て
、
安
価

か
つ
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
自
の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募

集
し
、優
れ
た
対
策
に
対
し
て
表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、広
く
周
知
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

申
請
期
間

11
月
30
日
(
月
)
ま
で

対
象
者

市
内
の
空
き
物
件
を
購
入
ま
た

は
賃
借
し
、
新
た
に
テ
レ
ワ
ー

ク
を
行
う
た
め
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
開
設
す
る
事
業
者

な
ど
(
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
提
供
を
目
的
と
し
て
整
備
を

行
う
空
き
物
件
の
所
有
者
な
ど

を
含
む
)
。

補
助
対
象
経
費

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

W
i
t
h

コ
ロ
ナ
、A

f
t
e
r

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
、
市
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る

事
業
者
な
ど
に
対
し
、
そ
の
開
設
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
働
き
方
の
促
進
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
整
備

費
(
例
:
内
装
、
電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
工
事
費
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
費
な
ど
)
。

補
助
額
な
ど

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
(
千

円
未
満
切
捨
て
)
、
上
限
１
０
０

万
円
。

※

た
だ
し
補
助
金
交
付
は
予
算
の

範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

「
梅
が
香
る
ま
ち
太
宰
府
」
と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
醸
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
希
望
者
に
梅
の
苗
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

問い合わせ
　　　　　　 観光推進課　観光推進係（☎内線483）

太宰府市「コロナ滅」アイディアコンテスト
の実施について

問い合わせ
　　　　　　産業振興課　商工・農政係（☎内線437）

サテライトオフィス整備支援事業補助金を
創設しました

問い合わせ
　　　　　　産業振興課　商工・農政係（☎内線440）

梅の苗を無償配布します

③
収
穫
し
た
梅
の
実
は
販
売
も
し

く
は
加
工
し
た
も
の
を
販
売
す

る
こ
と
。

募
集
期
間

11
月
２
日(
月
)~
11
月
20
日(
金
)

応
募
方
法

申
請
書　

http://www.city.da

zaifu.lg.jp/admin/soshiki/

kankou_keizai/1126/351/177

3
2
.
h
t
m
l

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
メ
ー
ル　

s
a
n
g
y
o
-
s

@
c
i
t
y
.
d
a
z
a
i
f
u
.
l
g
.
j
p

ま
た
は

郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

HP

募
集
内
容

①
梅
の
種
類
:
南
高
、
白
加
賀
、
鶯

宿
、
露
茜
(
変
更
の
可
能
性
有
)

②
配
布
本
数
:
１
人
(
事
業
者
、
団

体
な
ど
)
あ
た
り
10
本
~
50
本

(
先
着
順
、
本
数
調
整
の
可
能
性

有
)

条
件

①
太
宰
府
市
内
に
拠
点
を
有
す
る

個
人
、
事
業
者
お
よ
び
団
体
な

ど
で
あ
る
こ
と
。

②
植
栽
す
る
場
所
を
５
０
０
㎡
程

度
以
上
所
有
(
借
地
可
)
し
て
い

る
こ
と
。

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 28広報だざいふ 2020.11.1 （令和 2 年）



行政

行政

問い合わせ　都市計画課　都市計画係（☎内線466）

空き家住まいの終活の無料相談会・セミナー
福岡県空き家活用サポートセンター イエカツ開設

問い合わせ　管財課　管財係（☎内線505）

いきいき情報センター１階活用事業者募集

い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
１
階
部

分
の
活
用
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

11
月
２
日
(
月
)

~

11

月

24

日

(
火
)

第
一
次
審
査
結
果

通
知12

月
８
日
(
火
)

予
定

※

活
用
に
つ
い
て

の
事
業
の
条
件

や
参
加
資
格
な

ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
管
財
課

窓
口
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

空
き
家
住
ま
い
の
終
活
の
無
料

相
談
会
(
福
岡
県
主
催
、
太
宰
府

市
共
催
)

対
象
者

県
内
に
あ
る
空
き
家
所
有
者

(
県
外
居
住
者
も
可
)
、
持
ち
家

の
所
有
者
(
親
族
も
可
)

日
時
・
場
所

①
11
月
20
日
(
金
)
午
前
10
時
~
午

後
３
時
、
筑
紫
野
市
二
日
市
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
11
月
21
日
(
土
)
午
前
10
時
~
午

後
３
時
、
春
日
市
役
所
会
議
室

棟
１
階
中
会
議
室

※

11
月
21
日
(
土
)
は
「
終
活
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
予
定
で
す
。

参
加
方
法

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
左
記

申
込
先
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

む
か
、
太
宰
府
市
都
市
計
画
課

窓
口
に
て
。

申
込
先

(
一
財
)
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
企
画
情
報
部
☎
(
７
８
１
)

５
１
６
９　

(
７
１
５
)
５
２
３

０　

i
e
k
a
t
s
u
@
f
k
j
c
.
o
r
.
j
p

そ
の
他

○
相
談
時
間
は
、
１
組
30
分
程
度
。

(
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
)

○
当
日
は
、
固
定
資
産
納
税
通
知

書
な
ど
建
物
の
情
報
が
分
か
る

も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※

参
加
さ
れ
る
人
は
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
人
は
参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
等
の
観
点
か
ら
出
張

相
談
会
な
ど
を
や
む
を
得
ず
中

止
す
る
場
合
、
(
一
財
)
福
岡
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
(　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
k
j
c
.
o
r
.
j
p
/
j
i

g
y
o
/
i
e
k
a
t
s
u

)
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

福
岡
県
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
イ
エ
カ
ツ
の
ご
案
内

「
福
岡
県
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
イ
エ
カ
ツ
」
は
、
空
き

家
の
利
活
用
に
関
し
て
豊
富
な
経

験
を
持
つ
専
門
相
談
員
が
、
空
き

家
や
将
来
空
き
家
に
な
り
そ
う
な

住
宅
を
今
後
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
、
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る
公
的

機
関
と
な
り
ま
す
。
福
岡
県
よ
り

委
託
を
受
け
て
(
一
財
)
福
岡
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い

ま
す
。
10
月
に
開
設
し
て
お
り
、
売

買
・
賃
貸
や
相
続
の
こ
と
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
へ
の
対
応
を
は
じ

め
と
し
、
空
き
家
の
最
適
な
活
用
・

処
分
方
法
の
検
討
・
提
案
か
ら
、

ご
相
談
者
の
意
向
に
合
っ
た
安
心

し
て
依
頼
で
き
る
専
門
事
業
者
の

紹
介
ま
で
行
い
ま
す
。

上記二次元コード

上記二次元コード

FAX

HP

市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/29 広報だざいふ 2020.11.1 （令和 2 年）



『 講習日程 』 ※今回は「おねがい会員」のみの会員登録講習会です。

事業内容説明

及び「おねがい会員」の会員登録

おねがい

会員

12月８日（火）

10：00～12：30

《講習会場》

　いきいき情報センター206室

《託児》

　いきいき情報センター

 　　205室・プレイルーム

講習内容場　所日　時

※時間厳守でお願いします。（午前９時45分までにおいでください）  

　託児を希望される方は、余裕を持っておいでください。  

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
だ
ざ
い
ふ

会
員
登
録
講
習
会
の
お
知
ら
せ

会
員
登
録
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　子育ての手助けをしてほしい人（おねがい会員）と子育ての手助

けをしたい人（おたすけ会員）、両方を兼ねる人（どっちも会員）が会

員となってお互いを地域の中で助け合う組織です。それぞれ会員

登録のための講習会の受講が必要です。会員登録後、ファミリー・

サポートと緊急サポートの利用ができます。

＜こんな場合に利用できます＞

（ファミリー・サポートでは）　　　　　　　　　　
・保育所（園）や幼稚園などの送り迎えに行けない。 

・放課後、一人でお留守番させるのが心配だ。

・気分転換に美容院や買い物に行きたい。

・上の子の授業参観をゆっくり見たい。

（緊急サポートでは）
・急な残業や用事で、子どものお迎えが間に合わない。

・病気の後で、あと一日ぐらい用心で学校などを休ませたい。

・子どもの病気やケガなどで病院に連れて行ってほしい。

・泊まりの出張で預け先が見つからない。

※お子さんの健康状態（アレルギーなど）によっては、お預かりが
難しい場合があります。また、援助活動の内容には、制約があり
ますので、詳細はお尋ねください。

　

会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
令
和
２
年
９
月
末
現
在
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
７
２
６
人
・
緊
急
サ
ポ
ー
ト
(
病
児
・
緊

急
預
か
り
)
は
６
２
４
人
の
皆
さ
ん
が
登
録
さ
れ
、
援
助
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
手
助
け
を
し
合
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
一
緒
に
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 令和

２年度
第４回

地域の中で助け合う

子育て支援【ファミリー・サポート・センターだざいふ】とは

持ち物　筆記用具　登録に必要な物　①顔写真１枚（カラーでの証明写真。サイズは縦４．５㎝×横３．５㎝）　②印鑑　託

児　無料（要予約）　申込締切　12月３日㈭　定員　８組　申込方法　申込用紙、電話、ファクス、インターネット（電子申請

サービス“ふくおか電子申請”）から。

～ふくおか電子申請の利用方法～　HP 　https://www.shinsei.elg-front.jp/fukuoka/navi/index.html

住所・氏名（ふりがな）・生年月日・電話番号・メールアドレス・会員の種類≪おねがい会員≫・託児の有無

≪子どもの名前・年齢(月齢)≫を入力。

※申し込み後、キャンセルをする場合は早目にご連絡ください。

※必ず申し込みをしてください。申し込みがないと受講できません。

申込用紙配布場所

○市役所保育児童課　○子育て支援センター　○いきいき情報センター　

○保健センター　○プラム・カルコア太宰府　○市民図書館　○男女共同参

画推進センタールミナス　○総合福祉センター　○各認可保育所・保育園　

○本市ホームページ（市ホームページ→くらし・行政サイト→子育て・教育→

ファミリー・サポート・センターだざいふ）

申し込み・問い合わせ

ファミリー・サポート・センターだざいふ（子育て支援センター内）

☎（918）0034　　　 （918）0077

《住　　　所》　太宰府市五条３丁目７番１号

《開設時間》　平日、午前９時～午後５時

《 休    み 》　土・日・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）

市役所方面へ
西鉄五条駅

駐車場

病院
薬局

※一方通行です

太宰府病院

ごじょう
　　保育所

校
学
中
府
宰
太

台
条
五

へ
面
方

て
育
子

援
支

行
銀

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

(
１
Ｆ
)
保
健
セ
ン
タ
ー
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さぁ

協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.137

これまで、自治会の安全で明るいまちにするた

めのさまざまな活動や取り組みについてお伝えし

ました。今回は、行政と住民・住民と住民への架け

橋としての自治会の役割をご紹介します。

地域や行政から届く大事なお知らせなどを回

覧板や掲示板で情報提供しています。

また、市広報の配布も行っており、多くの自治

会では毎月公民館などで、市広報や行政からの

お知らせ文書を隣組ごとに分けるなど、住民の

皆さんへお届けする作業を行っています。

行政と住民

住民と住民

■行政情報の伝達

地域内の道路や水路など修繕してほしいとこ

ろについて、自治会で住民の意見をとりまとめて

市へ要望し、補修や改善を行っています。

【例】坂本区自治会より、通学路整備（学業院

中学校）の強い要望があり、中学生の安全確保

のため、今年の7月に歩道の整備を行いました。

■地域情報の伝達

行政と住民の架け橋

多くの自治会では、地域の出来事や行事のお

知らせなど地域の情報をまとめた自治会新聞を

発行し、住民の皆さんへお知らせしています。

■地域の情報発信

住民と住民の架け橋

太宰府東小校区　自宅でできるロコモ予防・改善の運動

太宰府東小校区自治協議会では、新型コロナウイルス感染症対策を行いなが

ら、校区内の5地区の公民館で出前健康講座を実施しています。コロナ禍で外出す

る機会も減る中、地域住民をつなぐコミュニティの場となっています。講座では、「姿

勢」を意識しながら身体を動かし、参加者同士でコミュニケーションを取りました。最

後は音楽に合わせて体を動かし、参加されたみなさんは心身ともにリフレッシュされ

ました。

■９月３日（木）～11月２日（月）

最近の活動状況

自治会活動へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

の架け橋（情報提供）

掲示板 広報仕分けの様子

工事前 工事後

太宰府東小校区

自治会新聞
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山口　裕之

（マザー・アース人権啓発研究所主宰）

や ま  ぐ ち 　   ひ ろ  ゆ き No.364

国
内
で
は
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
広
が
り
と
と
も
に
、
不
安
や
偏
見

に
よ
る
不
当
な
差
別
、
い
じ
め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
の
誹
謗
中
傷
と
い
っ
た
新
た
な
人
権
問

題
が
発
生
・
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
攻
撃

の
ほ
こ
先
は
、
感
染
者
や
医
療
関
係
者
、
社

会
を
支
え
る
仕
事
を
し
て
い
る
方
な
ど
に
向

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
連
で
は
事
務
総
長
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

(
特
定
の
人
種
や
民
族
へ
の
憎
し
み
に
も
と

づ
き
、
差
別
を
あ
お
り
立
て
る
発
言
や
行
動

の
こ
と
)
に
対
す
る
世
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
中
で
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク(

世
界
的
流
行)

に
よ
っ
て
、
憎
悪
(
ヘ
イ
ト
)
と
外
国
人
憎
悪
、

そ
し
て
特
定
の
人
や
集
団
を
や
り
玉
に
あ
げ

た
り
、
デ
マ
を
流
布
し
た
り
す
る
行
為
が
横

行
し
て
い
ま
す
」
「
憎
悪
の
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
私
た
ち
の
社
会
の
免
疫
力
を
強
化
す
る

た
め
、
た
だ
ち
に
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
ち
、
ど
ん
な
行
動
を
し
て
い
け

ば
よ
い
か
に
つ
い
て
こ
の
ペ
ー
ジ
で
も
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
感
染
に
対
す
る
最
新
の
知
識

正
し
い
現
状
認
識
を
も
つ
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
全
国
的
に

広
が
っ
て
半
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

間
違
っ
た
情
報
で
あ
お
ら
れ
た
り
、
誤
っ
た

言
動
に
走
っ
た
り
す
る
事
実
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
や
重
症
リ
ス

ク
の
状
態
が
分
か
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
過
度

に
恐
れ
る
必
要
も
な
く
な
っ
て
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
医
学
的
・
制
度
的
対
処
も
日
々
向
上

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

は
感
染
拡
大

防
止
を
し
な

が
ら
社
会
を

回
し
て
い
く

こ
と
が
求
め

ら

れ

ま

す
。

正
確
な
知
識

を
常
に
取
り

入

れ
、
人

々

の
正
し
い
行

動
に
学
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て

誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
、
行
き
過
ぎ
た
不
安

や
誤
っ
た
言
動
に
自
ら
を
向
か
わ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
民
が
正
し
い
行
動
の
も
の
さ
し
を
持
つ
こ
と

差
別
や
偏
見
の
内
容
・
対
象
は
こ
れ
ま
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
の
中
で
も
差
別
的
発
言
や
差
別
を

あ
お
る
言
動
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
私
た
ち
一
人

一
人
が
同
調
せ
ず
、
こ
れ
を
お
さ
え
て
い
く

側
に
回
り
た
い
も
の
で
す
。　

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
は
単
に
「
差
別

は
い
け
な
い
！
」
と
語
る
だ
け
で
な
く
、
具

体
的
に
「
ど
う
い
う
も
の
が
差
別
に
な
る
の

か
」
「
な
ぜ
差
別
に
な
る
の
か
」
に
つ
い
て

知
る
、
考
え
る
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
の
結
果
、
一
人
一
人
が
「
こ
れ
は
、

お
か
し
い
よ
ね
」
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
対
策
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話
題
や
気
持
ち
を

共
有
し
、
思
い
を
同
じ
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

感
染
者
・
治
癒
し
た
人
と

「
と
も
に
あ
ゆ
む
」
心
を
育
て
る
こ
と

こ
れ
か
ら
は
感
染
し
た
人
、
治
療
が
終

わ
っ
た
人
が
、
地
域
社
会
に
多
数
戻
っ
て
く

る
段
階
に
本
格
的
に
入
り
ま
す
。
私
た
ち
が

感
染
者
に
「
早
く
よ
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

励
ま
し
、
戻
っ
て
く
る
人
に
「
お
か
え
り
な

さ
い
」
と
伝
え
る
心
情
を
育
て
る
こ
と
が
、

感
染
情
報
を
隠
し
た
り
、
検
査
を
す
る
こ
と

を
恐
れ
た
り
さ
せ
ず
に
、
感
染
の
防
止
と
差

別
の
解
消
に
つ
な
が
る
大
切
な
手
立
て
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

感
染
対
策
を
進
め
る
一
方
で
、
「
差
別
・

偏
見
・
無
知
が
感
染
症
対
策
の
敵
で
あ
る
」

事
実
を
共
有
し
、
地
域
社
会
が
差
別
と
分
断

で
壊
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
手

を
取
り
合
っ
て
新
た
な
関
係
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

新
型
コ
ロ
ナ
差
別
・
偏
見
と

ど
う
た
た
か
う
の
か

―

ち

ゆ

ひ 

ぼ

う

手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで
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今
年
も
残
り
２
カ
月
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
末
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
中
国
武
漢
市
で
発

症
し
、
翌
年
２
月
に
は
、
日
本
で
初

め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
な

ど
、
今
年
は
年
間
を
通
じ
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
日

常
生
活
や
仕
事
な
ど
に
長
期
に
わ

た
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
生
活

が
一
変
し
ま
し
た
。

　●
風
水
害
に
つ
い
て

○
６
月
25
日
豪
雨

九
州
北
部
で
局
地
的
豪
雨
に
な

り
、
長
崎
・
佐
賀
両
県
は
避
難
勧

告
と
避
難
指
示(

緊
急)

を
発
令
。

長
崎
県
で
は
、
記
録
的
短
時
間
大

雨
情
報
を
３
回
発
令
「
50
年
に
１

度
の
大
雨
」
に
な
り
ま
し
た
。

○
６
月
27
日
豪
雨

福
岡
・
佐
賀
両
県
に
、
線
状
降

水
帯
が
形
成
さ
れ
、
久
留
米
市
で

１
時
間
92
・
５
ミ
リ
と
観
測
史
上

最
大
の
雨
を
記
録
、
朝
倉
市
で
も

６
月
観
測
史
上
最
大
の
雨
に
な

り
、
県
内
各
地
で
大
雨
や
洪
水
警

報
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
２
年
７
月
豪
雨

熊
本
・
鹿
児
島
両
県
で
猛
烈
な

雨
が
降
り
、
大
雨
特
別
警
報
を
発

令
。
特
に
、
熊
本
県
南
部
の
人
吉
市

や
球
磨
川
沿
い
で
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
梅
雨
前

線
の
南
下
に
伴
い
、
大
分
県
か
ら

福
岡
県
を
流
れ
る
筑
後
川
が
氾

濫
。
本
市
で
も
、
５
日
か
ら
11
日
に

か
け
４
３
０
ミ
リ
の
降
雨
を
記
録

し
、
四
王
寺
山
沿
い
の
土
砂
災
害

危
険
地
域
に
「
警
戒
レ
ベ
ル
３
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

を
２
回
発
令
、
避
難
所
16
カ
所
を

開
設
し
ま
し
た
。

○
９
月
の
台
風
10
号

６
日
か
ら
７
日
に
か
け
記
録
的

な
勢
力
で
台
風
10
号
が
接
近
し
、

昭
和
の
三
大
台
風
並
み
の
勢
力
に

な
る
予
想
で
し
た
が
、
海
水
温
の

低
下
に
よ
り
勢
力
が
弱
ま
り
、
九

州
の
西
海
上
を
北
上
し
ま
し
た
。

市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
念
頭
に
、
避
難
所
を

９
カ
所
開
設
、
２
９
０
世
帯
５
４

５
人
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

●
地
震
災
害
に
つ
い
て

今
年
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き

な
地
震
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
10
月
末
ま
で
依
然
と
し
て
日

本
各
地
で
震
度
３
~
５
の
地
震

は
、
断
続
的
に
発
生
し
ま
し
た
。

年
間
地
震
発
生
回
数
は
、
平
成

28
年
の
熊
本
地
震
の
年
は
、
６
千

５
８
７
回
、
平
成
29
年
２
千
25
回
、

大
阪
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
が
あ
っ
た
平
成
30
年
は
２
千
１

７
９
回
、
令
和
元
年
は
千
５
６
４

回
と
、
発
生
回
数
に
差
は
あ
り
ま

す
が
、
概
ね
毎
年
、
約
２
千
回
前
後

の
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
住
む
太
宰
府
市
直
下

に
は
活
断
層
が
二
つ
存
在
し
、
一

つ
は
平
成
17
年
、
玄
海
島
沖
を
震

源
と
し
た
西
方
沖
地
震
で
知
ら
れ

る
警
固
断
層
、
も
う
一
つ
は
、
福
岡

市
東
区
か
ら
市
北
東
部
の
北
谷
か

ら
内
山
地
区
を
縦
断
す
る
宇
美
断

層
で
す
。

特
に
、
脅
威
な
の
は
警
固
断
層

で
、
西
方
沖
地
震
の
際
は
北
部
の

海
面
下
の
活
断
層
が
動
い
た
の
み

で
、
太
宰
府
市
直
下
に
あ
る
南
東

部
の
陸
上
部
分
(
約
27
キ
ロ
)
は
動

い
て
お
ら
ず
、
今
も
歪
が
蓄
積
さ

れ
た
ま
ま
の
状
態
で
す
。

警
固
断
層
30
年
間
の
地
震
発
生

確
率
は
、
最
高
ラ
ン
ク
「
Ｓ
ラ
ン
ク

(
高
い
)
」
に
指
定
さ
れ
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.2　

市
の
震
度
は
「
震

度
６
強
と
震
度
６
弱
」
の
強
い
揺

れ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

終
息
は
不
透
明
で
す
が
、
三
つ

の
「
密
」
を
避
け
、
新
し
い
生
活
様

式
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
災
害
が
重

な
る
と
複
合
災
害
に
な
り
ま
す
。

避
難
所
で
の
「
密
」
状
態
を
防
ぐ

た
め
、
前
も
っ
て
避
難
の
仕
方
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
在
宅
避
難

自
宅
が
浸
水
す
る
可
能
性
が
低

く
、
土
砂
災
害
の
危
険
が
な
い
、
あ

る
い
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
上
層
に
住

む
人
な
ど
は
、
自
宅
に
と
ど
ま
る

在
宅
避
難
も
有
効
で
す
。

②
身
近
な
避
難
所
へ
の
避
難

市
が
、
災
害
時
に
開
設
す
る
避

難
所
の
場
所
、
そ
こ
ま
で
の
経
路

と
所
要
時
間
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

③
分
散
避
難

安
全
が
確
保
で
き
る
親
戚
や
知

人
宅
へ
の
避
難
も
検
討
し
、
ま
た
、

避
難
時
は
マ
ス
ク
、
体
温
計
、
消
毒

液
な
ど
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
「
と
き
・
と
こ
ろ
・
ひ
と
」

を
選
び
ま
せ
ん

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に

は
、
市
の
行
政
や
公
的
機
関
な
ど

に
よ
る
救
助
・
援
助
な
ど
(
公
助
)

は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

(

自
助)

」
、
自
分
た
ち
が
住
む
「
地

域
の
近
隣
の
人
と
互
い
に
協
力
し

合
う(

共
助)

」
、
こ
の
三
助
が
有

機
的
に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
ず
み

、

その50

防
災
だ
よ
り

防
災
専
門
官　

 

野
田　

 

秀
敏

の

だ

ひ
で

と
し

今
年
の
災
害
に
つ
い
て
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【
や
け
ど
と
は
？
】

み
な
さ
ん
は
、
や
け
ど
と
聞
い
て
、
ど
の
よ

う
な
場
面
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
油
が
は

ね
た
時
、
や
か
ん
や
炊
飯
器
の
蒸
気
に
触
れ
た

時
、
熱
い
物
を
食
べ
た
時
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
け
ど
は
、
熱
に

よ
っ
て
皮
膚
や
粘
膜
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

外
傷
の
一
つ
で
す
。
ダ
メ
ー
ジ
の
程
度
は
、
接

触
し
た
物
の
温
度
や
接
触
時
間
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。高
温
の
も
の
で
あ
れ
ば
短
時
間
の

接
触
で
や
け
ど
に
な
り
ま
す
が
、
40
~
50
℃
程

度
の
心
地
よ
い
と
感
じ
る
温
度
の
も
の
は
長

時
間
接
触
す
る
こ
と
で
徐
々
に
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
す
。
こ
の
40
~
50
℃
程
度
の
温
度
で
や

け
ど
す
る
こ
と
を
低
温
や
け
ど
(
低
温
熱
傷
)

と
い
い
、近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
や
け
ど
の
原
因
は
？
】

や
け
ど
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
高
温
の
固

体
や
液
体
に
触
れ
る
こ
と
、
炎
や
爆
発
に
よ
る

爆
風
に
当
た
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。日
常

生
活
に
お
け
る
や
け
ど
の
代
表
例
を
下
の
表

に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
花
火
に
よ

る
も
の
や
炊
飯
器
・
ポ
ッ
ト
の
蒸
気
に
手
が

触
れ
た
際
な
ど
、
意
外
と
身
近
に
や
け
ど
の
原

因
が
潜
ん
で
い
る
の
で
す
。

【
も
し
も
、や
け
ど
を
し
た
ら

…

】

応
急
処
置
と
し
て
、
ま
ず
は
や
け
ど
を
し
た

部
位
を
冷
や
す
こ
と
が
大
事
で
す
。冷
や
す
こ

と
で
、
や
け
ど
に
よ
る
痛
み
を
緩
和
し
、
ダ

メ
ー
ジ
が

深
く
な
ら

な
い
よ
う

予
防
で
き

ま

す
。
や

け
ど
し
た

部
位
や
範

囲
に
も
よ

り

ま

す

が
、
流
水

で
５
~
30

分
程
度
を

目

安

に
、

小
さ
い
範

囲
で
あ
れ

ば
水
道
の

流

水

で
、

広
範
囲
に
な
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー
で
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。注
意
点
と
し
て
、
乳
児
や
高
齢
者
は
、

長
時
間
冷
や
す
こ
と
で
低
体
温
症
に
な
り
や

す
い
の
で
、時
間
調
整
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
水
ぶ
く
れ
が
で
き
て
い
る
場
合
、
水

ぶ
く
れ
を
潰
し
て
し
ま
う
と
傷
口
か
ら
感
染
を

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。洋
服
を
着
て

い
る
際
は
、無
理
に
洋
服
を
脱
が
ず
、洋
服
の
上

か
ら
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
を
か
け
て
冷
や
し
、
で
き

る
だ
け
水
ぶ
く
れ
を
潰
さ
ず
に
病
院
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。や
け
ど
部
位
は
徐
々
に
腫
れ
て
き

ま
す
の
で
、
時
計
や
指
輪
な
ど
の
装
飾
品
は

で
き
る
だ
け
外
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

や
け
ど
は
日
常
生
活
を
過
ご
す
中
で
起
こ

り
や
す
い
け
が
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
部
位
や
ダ

メ
ー
ジ
の
深
さ
な
ど
に
よ
っ
て
傷
あ
と
の
程

度
が
変
わ
り
ま
す
。
冬
の
季
節
が
近
づ
く
と
、

体
を
温
め
る
た
め
、
高
温
と
な
る
機
械
を
使
用

し
た
り
、
料
理
を
し
た
り
す
る
機
会
が
増
え
、

や
け
ど
を
起
こ
す
頻
度
も
高
ま
り
ま
す
。時
間

や
使
用
方
法
を
十
分
に
確
認
し
、
注
意
を
払
い

ま
し
ょ
う
。

元
気
づ
く
り
課　

保
健
師

作り方

材料（4人分）

1人分の栄養価

エネルギー   　27ｋcal

たんぱく質　　   　2.1g

脂質　　　　　0.3g

塩分　　　　　0.7g

①小松菜は茹でて冷水にとり、水気を

絞る。3～4センチ長さに切る。

②えのきは石づきを除き、2センチ長

さに切る。さっと茹でてザルに上げ

ておく。

③Aをあわせて①と②を和える。

……………………… 300ｇ

（1・１/2束）

………………… 100ｇ

……………… 大さじ1

………………… 小さじ2

………………… 小さじ1

小松菜

えのきだけ

　　しょうゆ

　　みりん

　　だし汁

A

・やかんやお鍋のお湯

・コーヒーやお茶

・味噌汁、インスタント食品の汁

・アイロン　　　　・湯たんぽ   　　・ホットカーペット

・ストーブ　　　　・ホットプレート

・使い捨てカイロ　・電気毛布

・料理中の着衣への引火

・仏壇のろうそくや線香からの引火

・火災など 

＜やけど（熱傷）の代表例＞

身
近
な
外
傷
！

や
け
ど
(
熱
傷
)
を
知
ろ
う

こ

んに
ちは 保
健

師

で

す

小松菜とえのきのお浸し
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みんなの

としょかん
●小説　銀閣の人（門井慶喜／著）　彼女が天使でなくなる日（寺地はるな／著）　fishy

（金原ひとみ／著）　海の怪（鈴木光司／著）　心淋し川（西條奈加／著）　獣たちのコロシ

アム（石田衣良／著）　灯台からの響き（宮本輝／著）　帰ってきたＫ２（横関大／著）　類

（朝井まかて／著）　もう、聞こえない（誉田哲也／著）　雪月花（北村薫／著）　初夏の訪

問者（吉永南央／著）　アウグストゥス（ジョン・ウィリアムズ／著）　レイラの最後の１０分

３８秒（エリフ・シャファク／著）

●随筆・詩などの文学　俳句いまむかし（坪内稔典／著）　本とあるく旅（森まゆみ／著）　

幻想小説とは何か（三島由紀夫／著）　てにをは俳句・短歌辞典（阿部正子／編）　私捨悟

入（安野光雅／著）

●その他の本　ネット興亡記（杉本貴司／著）　シニア六法（住田裕子／監修・著）　ブラウ

スを縫おう。（かたやまゆうこ／著）　咲かせたい！四季の宿根草で庭づくり（荻原範雄／

著）　医者にがんと言われたら最初に読む本（中川恵一／著）　地球を支配する水の力（セ

アラ・ドライ／著）

●「だざいふのとしょかん　令和元年度の報告」を発行しました。詳しくは、市民図書
館ホームページをご覧ください。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などのご協力を
お願いします。

『ｆｉｓｈｙ』
金原ひとみ
朝日新聞出版

『銀閣の人』
門井慶喜

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『彼女が天使でなくなる日』
寺地はるな

角川春樹事務所

明
治
期
の
伝
染
病
対
策

―

太
宰
府
町
の
場
合

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

（　　 ）令和2年9月

貸出開始資料から

戦
前
の
町
村
役
場
が
取
り
扱
う
行
政
事

務
の
中
に
も
、
衛
生
に
関
す
る
事
務
が
あ

り
ま
す
が
、
主
な
業
務
は
伝
染
病
の
予
防

対
策
で
し
た
。「
太
宰
府
市
史　

近
現
代
資

料
編
」
は
、
太
宰
府
町
と
水
城
村
の
事
務
報

告
書
お
よ
び
財
産
明
細
表
を
収
録
し
て
お

り
、
残
存
に
偏
り
は
あ
り
ま
す
が
、
太
宰
府

町
の
も
の
で
は
明
治
37

年
度
か
ら
が
載
せ

ら
れ
、
そ
の
頃
の
町
の
衛
生
事
務

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
時
、
伝
染
病
予
防
に
関
す
る

経
費
は
、
一
部
は
県
の
補
助
が
あ

り
ま
し
た
が
原
則
市
町
村
の
負
担

で
、
罹
患
者
を
収
容
す
る
伝
染
病

院
(
避
病
院
)
の
設
置
や
医
師
雇
用

の
人
件
費
な
ど
は
、
市
町
村
で
予

算
を
組
ん
で
い
ま
し
た
。
明
治
38

(
１
９
０
７
)
年
の
太
宰
府
町
の
財
産
明
細

表
に
は
「
伝
染
病
院
」
の
記
載
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
平
屋
瓦
葺
き
の
病
院
建
物
２
棟

(
25

坪
)
の
他
、
事
務
室
・
快
復
期
患
者
室
・

屍
室
が
そ
れ
ぞ
れ
１
棟
な
ど
、
お
お
よ
そ

の
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伝
染

病
院
は
地
域
に
罹
患
者
が
発
生
す
る
と
開

院
さ
れ
る
の
で
す
が
、
町
会
議
事
録
中
の

明
治
38

年
度
歳
入
歳
出
予
算
表
で
は
、
衛

生
費
に
「
伝
染
病
院
常
時
取
締
人
」
１
名
の

給
料
１
年
分
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
常
置

の
人
員
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
40

年
の
事
務
報
告
書
で
は
、
腸
チ

フ
ス
18

人
・
赤
痢
２
人
の
罹
患
が
報
告
さ

れ
「
蔓
延
」
の
表
現
が
見
え
ま
す
。
こ
の
年

は
新
聞
紙
上
で
も
赤
痢
と
腸
チ
フ
ス
の
罹

患
増
加
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
９
月

に
は
筑
紫
郡
内
に
も
多
数
罹
患

者
が
出
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
(
福
岡
日
日
新
聞
)
。
こ
の

状
況
は
年
末
ま
で
続
い
た
様
子

で
、
太
宰
府
町
で
は
「
再
三
健
康

診
断
を
行
い
、
か
つ
11

月
26

日
よ

り
12

月
９
日
ま
で
五
条
区
へ
防

疫
所
を
設
け
、
予
防
消
毒
を
厳
重

に
施
行
」
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
(
事
務
報
告
)
。

伝
染
病
は
他
に
コ
レ
ラ
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

疫
痢
な
ど
、
数
に
多
少
は
あ
っ
て
も
ほ
ぼ

例
年
な
に
か
し
ら
罹
患
者
が
出
て
お
り
、

伝
染
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
予
防
対
策

は
、
町
行
政
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

公
文
書
館　

藤
田
理
子

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

日 月 火 水 木 金 土令和
２年

11
6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

26

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

し 

し

つ

～公文書館だより 　～79
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遠藤　宗介ちゃん

えんどう　　そうすけ

29日 藤田　蒼ちゃん

ふじ た　　あおい

5日 石田　大翔ちゃん

いし だ　　　はる と

28日 庄野　遥香ちゃん

しょうの　　 はる　か かわぐち　　よう

8日 川口　蓉ちゃん27日

み　 た　　 なお き

御田　尚暉ちゃん1日

三笠　心翔ちゃん

 み かさ　　きよ と

20日 七種　柊花璃ちゃん

さいくさ　　　ひ 　 か 　 り

18日 田中 淑美香ちゃん

た なか　 す 　 み 　 か

24日 井上 惠師朗ちゃん

いのうえ　けい　じ　ろう た なか　　 れ　お

16日 田中　伶央ちゃん28日

にしむら　　ゆい な

西村　柚南ちゃん15日

「子どもの叱り方について」

１歳を過ぎ、 一人歩きを始めると、 目を離すことができなくなります。 いろいろなものに興味を

持ち、 危険なことにつながることもあります。 子どもたちの年齢が低いほど聞き分けができません

ので、 叱っても仕方がないと思いがちですが、 生命の危険に関わることや公共の場所でのルール

など、「してはいけないこと」 と 「守らなければいけないこと」 は早くから教えていくことが大切です。

「してはいけないこと」をしたときには、すぐにその場で短い言葉で、伝えましょ

う。 「また、 同じことをして」 と思うこともあると思いますが、 その都度、 繰

り返し伝えていきましょう。 大人の真剣に怒っている顔や声、 悲しい顔や声

を繰り返し見たり聞いたりすることで、 子どもは肌で感じて 「してはいけない

こと」 を学んでいきます。

そのときに、いつでも、誰でも同じ気持ち、同じ目線で叱ることが大事です。

大人が一貫性をもって叱らないと、 子どもは親の気持ちをしっかり見抜いてしまいます。

また、 子どもをのびのびと育てることは大切ですが、 我慢する力を育てることも大事です。 我慢

する力は幼児期に育ちます。 いつでも子どもが最優先ではなく、「今、大事な話をしているからちょっ

と待ってね」 という声かけや、 大人の財布や携帯電話などを触っているときには 「これは大事なも

のだから遊んだらだめよ」 と繰り返し伝えて、 子どもの手の届かない所に置くようにしてください。

ただし、 叱るときに体罰は絶対にいけません。 小さいころから叩いていると、 大人に脅えたり、

人を叩いたりするようになったり、 叩かれることに慣れて大人の言うことを聞かない子どもになって

しまう恐れがあります。 しつこく叱らず、 子どもの目の高さで、 短い言葉で叱

る方がいいと思います。

また、子どもを理解するためには一緒の時間を共有することも大事です。日々

忙しくて、 なかなかゆっくり過ごす時間が持てない家庭もあると思いますが、

短い時間の中でも、 子どもに 「大好きよ」 「嬉しいな」 「ありがとう」 などとい

う言葉かけや、 ぎゅーっと抱きしめてあげる時間を持ちましょう。

元気づくり課　子育て支援センター　☎（９１９）６００１

おめでとう　さい1
令和元年11月生まれ

誕生日の３カ月前の１カ月間、電話または市ホーム
ページで受け付けしています。
（例）誕生日が令和２年２月の人は、11月に応募してください。

URL  http://www.city.dazaifu.lg.jp/admin/soshiki/

somu/204/379/575/10459.html

応

募

方

法

経営企画課広聴広報係
☎（９２１）２１２１（内線５１４）

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 36広報だざいふ 2020.11.1 （令和 2 年）



人権標語

3

首都圏

1 ソウル

2 仁川

3 京義道

2
1

介
弘　

紀
子　

選

灯
の
こ
ぼ
る
い
つ
も
あ
の
窓
夜
学
ら
し

長
浦
台　
　

徳
賀　

美
智
子

腹
わ
た
の
苦
き
が
旨
し
秋
刀
魚
か
な

馬
場　
　

野
上　

コ
ト
子

終
業
の
声
に
目
覚
む
る
夜
学
生

観
世
音
寺　
　

野
田　

杉
子

寝
て
る
子
を
本
で
撫
で
ゆ
く
夜
学
の
師

筑
紫
野
市　
　

羽
野　

喜
久
代

よ
そ
ゆ
き
の
顔
な
ど
持
た
ず
秋
刀
魚
焼
く

青
葉
台　
　

平
野　

香

佐
々
木　

甘
露
子　

選

牛
飼
い
の
跡
継
ぎ
ひ
と
り
阿
蘇
の
秋

福
岡
市　
　

塩
飽　

た
か
子

曜
変
の
天
目
茶
碗
天
の
川

青
葉
台　
　

彦
坂　

正
孚

天
の
川
す
く
へ
ば
星
の
ふ
た
つ
み
つ

筑
紫
野
市　
　

西
村　

悦
夫

風
向
き
を
知
る
老
の
背
や
秋
刀
魚
焼
く

筑
紫
野
市　
　

津
和
崎　

幸
枝

一
斉
に
北
に
お
じ
ぎ
の
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

福
岡
市　
　

北
川　

朴
洋
子

菅
井　

久
美
子　

選

蜑
路
地
に
漂
う
魚
臭
秋
の
蝿

福
岡
市　
　

工
藤　

友
子

生
姜
市
今
年
の
出
来
を
聞
い
て
買
ふ

筑
紫
野
市　
　

名
本　

剛

一
人
居
の
静
ま
る
闇
の
鉦
叩

大
野
城
市　
　

稲
岡　

と
み
子

下
駄
の
音
香
り
を
連
れ
て
生
姜
市

東
ヶ
丘　
　

竹
家　

京
子

嗅
覚
の
衰
へ
の
な
き
秋
の
蝿

星
ヶ
丘　
　

江
里
口　

幸
生

小
池　

一
恵　

選

褒
め
て
お
き
ハ
ー
ド
ル
ち
ょ
っ
と
高
く
す
る

吉
松　
　

鈴
木　

弘
市

Ｏ
Ｂ
戦
後
輩
た
ち
へ
口
勝
負

筑
紫
野
市　
　

東　

昭
秀

つ
う
か
あ
で
寄
り
添
う
老
い
の
名
コ
ン
ビ

筑
紫
野
市　
　

吉
田　

敬
子

駄
目
も
と
で
分
解
修
理
出
す
時
計

春
日
市　
　

大
塚　

茂

酔
眼
に
自
分
の
家
は
ど
こ
で
す
か

大
野
城
市　
　

高
原　

正
和

心
経
を
唱
ふ
る
朝
庭
先
に

彼
岸
花
咲
き
て
涼
し
く
な
り
ぬ

　

都
府
楼
南　
　

猪
俣　

泰
夫

会
え
な
く
て
励
ま
す
事
も
出
来
ぬ
間
に

ダ
ー
ツ
仲
間
の
訃
報
は
届
く

五
条　
　

大
穂　

聡
子

管
弦
の
音
が
細
胞
に
沁
み
わ
た
る

今
夜
は
<
英
雄
>
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
嗚
呼

観
世
音
寺　
　

大
久
保　

富
士
子

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
際
に
生
ひ
立
つ
白
百
合
の

か
細
き
茎
に
凛
と
一
輪

　

五
条　
　

大
薮　

晶
代

こ
の
夏
の
猛
暑
に
め
げ
ぬ
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の

ま
ろ
き
花
芽
に
手
触
れ
て
み
た
り

　

朱
雀　
　

黒
木　

邦
枝

持
永　

真
理
子　

選

改
め
て
学
ぶ
事
柄
増
え
し
秋

馬
場　
　

有
岡　

和
砂

老
僧
の
黒
袈
裟
の
胸
赤
い
羽
根

青
葉
台　
　

武
富　

マ
サ
ノ

募
金
箱
ど
の
児
に
も
入
れ
赤
い
羽
根

国
分　
　

松
尾　

満
子

駅
頭
に
立
つ
顔
親
し
赤
い
羽
根

大
野
城
市　
　

北　

嘉
与
子

い
つ
も
よ
り
大
き
く
見
え
し
今
日
の
月

観
世
音
寺　
　

山
口　

律
子

水城小学校６年　　谷本　誠さん
（入選当時の学年）

だいじょうぶ

　周りにみんな

　　いるからね
たにもと　　まこと

韓国の首都が「ソウル」だということを知らない人

はいないでしょう。しかし「よく聞く地名だけれど、ど

ういう意味かまで考えたことはなかった」という方

がほとんどなのではないでしょうか。日本の首都は

「東京」、中国の首都は「北京」のように漢字で表

せる言葉は意味がわかりやすいです。

それでは、「ソウル」は一体どういう意味なので

しょうか。ソウルとは「都」という意味の韓国固有の

言葉です。そのため、漢字で表すことができずカタ

カナで表記されています。

ソウルにある漢江流域は、中国や日本などの外国

と貿易ができるため、経済的・外交的に有利で古代

国家(高句麗・百済・新羅)が互いに取り合うために戦っていた地域です。ま

た、地理的にも朝鮮半島の中心にあり、たくさんの物が集まるところで、漢

江の肥沃な土地で農業が発達し人が集まって住みやすい環境でした。ソウ

ルは、このような理由から現代の韓国においても中心になる街となっていま

す。

韓国の住民登録人口統計を見ると、2019年1月31日時点で、韓国人口の

19％がソウル、仁川広域市に6％、京義道に25％が住んでいることがわかり

ます。この３都市を韓国では首都圏と呼び、ここに韓国の人口の50％が集

まっているのです。これだけの人口が首都圏に集中しているため、就職難が

続いている今では、地方での仕事が少なく、地方からソウルに流れる人口が

増え続けています。

「ソウル」はどういう意味？

（筑紫野市）

花材 コスモス、ワレモコウ、紫式部

米倉 早苗

こ

ペ  キン

ハンガン

ね

こ　

よ
ひ

あ　 

あ

た

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員　 金雅英
きむ 　あ　よん

つ

れ

づ

れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟
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太宰府天満宮

参道

九州国立博物館

光明禅寺

鉄

駅
府
宰
太
鉄
西

P

P

P

P P

太宰府館
地図

当館には駐車場がありません。 コミュニティバス 「まほろば号」 をご利用ください。

休 館 日 　毎週水曜日 （ 祝日の場合は開館、翌平日休館）

開館時間　 午前10時～午後６時
　　　　　　　 （ただし、 まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」 （西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　 太宰府市宰府三丁目2番3号　

☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

■木うそ絵付け体験と梅ヶ枝餅焼き体験につき

ましては、人数制限を設けて実施しています。

ご迷惑をおかけしますが、コロナウイルス感染

拡大防止のためご理解・ご協力をお願いします。

■万葉集講座は、令和３年1月9日（土）より開講

を予定しています。

イベント情報 第195号
2020.11.1

★木うそ絵付け体験
11月8日(日)　　　　　　　

午前11時～午後3時の間

インストラクター：太宰府木うそ保存会

参加費：1,000円(材料費込) 

※次回12月13日(日)

体験プログラム

～２週間前までの事前申込が必要～

当日参加ＯＫ
★史跡解説『門前町散策』

11月1日(日)　　　　　　 

午前10時 集合

インストラクター：

(公財)古都大宰府保存協会史跡解説員

史跡解説を聞きながら、

上三町(馬場・連歌屋・三条)を歩きます。

コース：小鳥居小路～連歌屋～岩踏川～

幸の元井堰跡～三条構口跡～安行社～

天満宮境内～光明寺～溝尻

参加費：無料※次回12月6日(日)

体験プログラム

お 知 ら せ

～事前申込は必要ありません～

体験プログラム

～事前申込は必要ありません～

当日参加ＯＫ

★太宰府万葉歌碑めぐり
11月1日(日)

午前10時 集合・出発

万葉博士の向井克年先生とまわる万葉歌碑めぐり。

コース：西鉄都府楼前駅－落合公園－とびうめアリーナ

－水城の散策

参加費：500円(食事なし・事前申込不要)

集合場所：西鉄都府楼前駅

※次回12月6日(日)

当日参加ＯＫ

★梅ヶ枝餅焼き体験
体験可能時間：毎日午前10時～午後4時

　　　　　　　(ただし休館日をのぞく)

所要時間：1時間程度

インストラクター：太宰府梅ヶ枝餅協同組合

体験人数：5～12名までを1グループ

参加費：部屋代550円+梅ヶ枝餅代(130円/個)

　　　　　 1グループ20個より体験可能です。

申し込み締切：体験日の２週間前

※詳細は太宰府館にお問い合わせ下さい。

岩踏川

小鳥居小路

幸の元井堰跡

水城館

連歌屋

む か  い  か つ と し

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601 38広報だざいふ 2020.11.1 （令和 2 年）



相談

名　　称 場　所 相談員 料金・予約 問い合わせ内　容日　時

行政相談所
11/6㈮、12/4㈮
10：00～15：00

総合福祉センター 行政相談委員 無料、不要

行政に対する意見、苦情、
要望などを聞き、行政の改
善に役立てます。

各市の
人権擁護委員

無料・不要

差別、いじめ、暴力、虐待、
名誉毀損、家庭内および
近隣のもめごと、セクハ
ラ、ストーカーなどの人権
問題や悩みごとの相談に
応じます。
ひとりで悩まずに人権擁
護委員に相談してみませ
んか。

総務省九州管区
行政評価局
☎（431）7081

弁護士による

無料法律相談

筑紫地区

定例人権

（悩みごと）相談

11/19㈭
13：00～16：00

福岡法務局筑紫支局
1階会議室

弁護士
無料・要予約
（随時電話受付）
先着6人

経済的弱者のための法律
相談（資産基準あり）

行政書士による

無料相談会

11/20㈮
14：00～16：00

太宰府市商工会館2階会議室 行政書士 無料、不要

遺言、相続、成年後見、悪
質商法対策、公正証書、
創業手続、営業許可など

太宰府市商工会
☎（922）4345

成年後見制度に

関する相談窓口

「あんしん相談」

11/19㈭
13：00～16：00

総合福祉センター 弁護士
無料、要予約、
電話相談可

成年後見制度などに関す
る相談（相談時間は1時間）

太宰府市
社会福祉協議会
☎（923）3230

暮らしの悩み

無料相談会

11/8㈰
14：00～16：00

いきいき情報センター2階
203号室

行政書士 無料・不要

遺言書の作り方、相続手
続きの方法と成年後見制
度など高齢者のいろいろ
な悩み

ちくしふれあいライフ
サポート古杉昻一
☎（928）0408

司法書士による

無料法律相談

11/14㈯
10：00～13：00

いきいき情報センター2階
208号室

司法書士
無料、要予約
（平日10：00
     ～16：00）

遺言・相続、不動産・法人
登記、多重債務、悪徳商
法、成年後見、裁判手続き
など（相談時間は30分間）

福岡県司法書士会
福岡南総合
相談センター
☎（918）5264

春日市
人権男女共同参画課
☎（584）1201

11/10㈫ 春日市役所

大野城市
人権男女共同参画課
☎（580）1840

11/5㈭ 大野城市総合福祉センター

那珂川市人権政策課
☎（953）2211

11/12㈭ 博多南駅ビル

太宰府市人権政策課
☎（921）2121

11/13㈮ 太宰府市役所

福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

時間は
10：00～15：00

法テラス福岡
　 050（3383）5502

※日時・場所は変更になる場
合がありますので、事前に各市
に問い合わせください。

弁護士
ひとり親サポート

センター相談

11/4㈬、12/2㈬
13：00～15：00
11/11㈬・25㈬
18：30～20：30

ひとり親サポートセンター
（春日市原町3-1-7
  クローバープラザ6階）
（平日9：00～17：00、
  毎週土曜日と
  第1・第3日曜日は
  9：00～16：00）
  ☎（584）3931

無料、要予約
（相談日の
  前日までに）

離婚前の相談、養育費の
取り決めや履行確保、遺
産相続、金銭の貸借など
の生活上の問題

福岡県ひとり親
サポートセンター
☎（584）3931

うめさろん相談会

～NPO法人編～

11/10㈫
14：00～16：00

いきいき情報センター2階
NPO・ボランティア支援センター
「うめさろん」内

無料・不要

前半はNPO法人に関す
る説明会、後半はNPO法
人の設立・運営など相談
会

古杉昻一（行
政書士、うめ
さ ろ ん コ ー
ディネーター）

太宰府市NPO・ボラン
ティア支援センター「う
めさろん」
☎（918）3633
　 （918）3644

有資格者による

就労相談

月～土曜日
（祝日を除く）
10：00～17：00

福岡若者サポートステーション
（福岡市中央区天神1-4-2
  エルガーラオフィス
  11階・12階）

無料、要予約
（月～金曜）

働くことや自立について悩
んでいる15～49歳までの
人の就労相談

公認心理師、
精 神 保 健 福
祉士、キャリア
コンサルタント

福岡若者サポート
ステーション
☎（739）3405
　 （739）3408

職員、弁護士

福岡労働者
支援事務所
☎（735）6149
　 （712）0497

日曜労働相談会
11/29㈰
10：00～18：00

福岡県福岡労働者支援事務所
（福岡市中央区赤坂1-8-8
  福岡県福岡西総合庁舎5階）

無料、不要
（弁護士面談は
  14：00～
  18：00）

労働者、使用者からの労
働相談

11/21㈯
9：00～17：00

筑紫公証役場
（都府楼南5-5-13）

休日（土曜日）

無料公証相談
無料、要予約

公正証書による遺言、任
意後見契約など各種契約
の相談

公証人

筑紫公証役場
☎（925）9755
　 http://www.chiku

　 shi-kosho.com

◆DV 相談
（全て祝日、 年末年始を除く）

〇ちくし女性ホットライン　☎(513)7335
月 ・ 水 ・ 木 ・ 金曜日　正午～午後 7 時／土曜日　午前 10 時～午後 5 時

〇男性 DV 被害者のための相談ホットライン　☎(571)1462
水 ・ 木曜日　午後 5 時～ 8 時／金曜日　正午～午後 4 時

相

談

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

■=

期
日
、
期
間
、
開
催
日

■=

定
員
、
定
数

■=

講
師

■=

料
金
、
費
用

■=

託
児

■=

持
参
す
る
も
の

■=

申
し
込
み

■=

締
切

■=

問
い
合
わ
せ

■=

主
催

■=

時
間

■=

開
館
(
所
)
時
間　

■=

休
館
(
所
)
日　

■=

場
所

■=

対
象
、
資
格

■=

内
容

期定

時

講　

料

開

休

託

持

所申

対

締

内
問

主
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市内の交通事故 （件）

8月分 R1累計比R2累計

発生件数 25

0

37

219

1

293

−77

±0

−97

死　　　者

傷　　　者

市人口の動き

人   口 72,006 人　 ( ＋18)

　　男 34,535 人　 ( ＋15)

　　女 37,471 人　 ( ＋3)

世帯数 32,233 世帯 ( ＋15)

令和2年9月末
(　　　)は前月差

今月の水道修理当番

期間
（曜日）

修理
当番業者

電話番号

昼 夜間

11月1日㈰
    ～10日㈫

㈲大成興業

㈲ムサシ工業
11月11日㈬
    ～20日㈮

11月21日㈯
    ～30日㈪

㈲馬場崎設備

 　080（2695）0565

☎（921）3239

☎（924）1672

国民健康保険税・・・・・・・・・・6期

介護保険料・・・・・・・・・・・・・・6期

後期高齢者医療保険料・・・・5期

※納付は便利な口座振替を
ご利用ください。

問い合わせ
（保）→元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000
（子）→元気づくり課（子育て支援センター）　☎（919）6001
（高）→高齢者支援課（高齢者支援係）　☎（929）3210
（環）→環境課（ごみ減量推進係、環境保全係）　☎内線362、308

土

11月

月

火

（保）マタニティクッキング（要予約）10：00～12：00（受付9：

45～10：00）

（保）マタニティクラス（要予約）14：00～16：00（受付13：

45～14：00）

※業務内容によっては取り扱いできないものもあります。

取扱業務・問い合わせ

○住民票の写し、印鑑証明、戸籍の記録事項証明など 市民課（☎内線304）

○所得証明、課税証明など　税務課（☎内線330）

今月は14日㈯・28日㈯の
午前9時から正午まで開庁します。

毎月第２・４土曜 窓口サービス実施中毎月第２・４土曜 窓口サービス実施中

（保）3歳児健診（平成29年9/26～10/11生まれ）水

木

木

金

金

1〜3

7

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、65歳～69歳、と

びうめアリーナ）13：30～14：30（受付13：00～13：

30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70歳～74

歳、とびうめアリーナ）15：00～16：00（受付14：20～

15：00）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、75歳～79歳、い

きいき情報センター）13：30～14：30（受付13：00～

13：30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、

とびうめアリーナ）15：00～16：00（受付14：20～15：

00）

5

（高）男性のためのすこやか運動教室（65歳～74歳、いきい

き情報センター）13：30～14：20（受付13：00～13：

30）

（高）男性のためのすこやか運動教室（75歳以上、いきいき情

報センター）14：30～15：20（受付14：00～14：30）

9

6

8

11

12

4

（保）乳幼児健康相談（要予約）10

13

（保）モグモグカミカミ離乳食教室（要予約）14：00～16：00

（受付13：45～14：00）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65歳～69

歳、いきいき情報センター）13：30～14：30（受付13：

00～13：30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、70歳～74歳、い

きいき情報センター）15：00～16：00（受付14：20～

15：00）
金

金

17

29

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、70歳～74歳、とび

うめアリーナ）13：30～14：30（受付13：00～13：30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65歳～69

歳、とびうめアリーナ）15：00～16：00（受付14：20～

15：00）

（高）男性のためのすこやか運動教室（75歳以上、いきいき情

報センター）13：30～14：20（受付13：00～13：30）

（高）男性のためのすこやか運動教室（65歳～74歳、いきいき

情報センター）14：30～15：20（受付14：00～14：30）

日

19

21〜25

28

20

木

木

（保）3歳児健診（平成29年10/12～11/3生まれ）

日 （環）環境美化センター日曜開放（9：00～12：00）

30

27

26

16

18

15

14

（保）ピッカピッカ歯科教室（要予約）10：30～12：00、13：

30～15：00（受付10：15～10：30、13：15～10：30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70歳～74

歳、いきいき情報センター）13：30～14：30（受付13：

00～13：30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、65歳～69歳、い

きいき情報センター）15：00～16：00（受付14：20～

15：00）

（保）モグモグカミカミ離乳食教室（要予約）14：00～16：00

（受付13：45～14：00）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、

いきいき情報センター）13：30～14：30（受付13：00～

13：30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、75歳～79歳、い

きいき情報センター）15：00～16：00（受付14：20～

15：00）

（保）すこやか相談（要予約、健康栄養相談）（13：30～15：30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、80歳以上、とび

うめアリーナ）13：30～14：30（受付13：00～13：30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳～79歳、

とびうめアリーナ）15：00～16：00（受付14：20～15：00）

月

火

（保）すこやか相談（要予約、健康栄養相談）（9：30～11：00）

（高）すこやか相談（要予約、健康・口腔・栄養）（9：30～12：00）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳～79

歳、いきいき情報センター）13：30～14：30（受付13：

00～13：30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、80歳以上、いき

いき情報センター）15：00～16：00（受付14：20～15：

00）

（保）パパママクラス（要予約）10：00～12：00（受付9：45～

10：00）
日

小 児 救 急 医 療 電 話 相 談
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古
代
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
大
宰
府

条
坊
跡
の
範
囲
内
で
は
、
古
代
だ
け
で
な

く
そ
の
前
後
の
時
代
の
遺
構
・
遺
物
も
多

く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
、
２
０
１
９
年
度
の
発
掘
調
査
で
見

つ
か
っ
た
弥
生
時
代
の
集
落
跡
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

場
所
は
、
西
鉄
二
日
市
駅
の
北
東
側
、
朱

雀
２
丁
目
一
帯
の
丘
の
上
で
、
般
若
寺
丘

陵
と
呼
ば
れ
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
見
つ

か
っ
た
弥
生
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
円
形

の
竪
穴
住
居
の
痕
跡
１
棟
分
と
、
貯
蔵
穴

５
基
の
ほ
か
、ゴ
ミ
捨
て
穴
な
ど
で
す
。

貯
蔵
穴
は
、
食
材
を
保
管
す
る
た
め
に

地
下
に
掘
ら
れ
た
大
き
な
穴
で
、
フ
ラ
ス

コ
の
よ
う
に
下
の
方
が
膨
ら
ん
だ
形
に
広

く
掘
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
調
査
で

確
認
さ
れ
た
貯
蔵
穴
は
、
上
部
の
直
径
が

1.1
~
1.5
ｍ
な
の
に
対
し
て
、
底
面
の
径
は
1.5

~
2.18
ｍ
、
深
さ
は
最
も
深
い
も
の
で
は
2.4
ｍ

で
し
た
。
一
緒
に
見
つ
か
っ
た
竪
穴
住
居

跡
が
柱
穴
の
み
の
検
出
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
分
か
り
ま
す
が
、
こ
の
場
所
一
帯
は
過

去
の
宅
地
造
成
に
伴
っ
て
元
の
地
形
が
削

ら
れ
た
た
め
、
貯
蔵
穴
も
本
来
は
も
っ
と

深
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス

コ
ッ
プ
な
ど
現
代
の
道
具
を
使
っ
て
も
掘

り
下
げ
る
の
に
数
日
を
要
し
た
の
で
、
お

よ
そ
二
千
年
前
の
弥
生
時
代
当
時
は
木
や

石
製
の
道
具
を
使
用
し
、
さ
ら
に
長
い
日

数
を
費
や
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
確
認
さ
れ
た
住
居
は
１
棟
だ
け
で

し
た
が
、
お
そ
ら
く
貯
蔵
穴
に
近
接
し
て

数
棟
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
調
査
地
点
の
他
に
も
般
若
寺

丘
陵
上
で
は
同
様
な
貯
蔵
穴
が
数
カ
所
で

確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
丘
の
上
一
帯
に

弥
生
人
が
暮
ら
し
た
ム
ラ
が
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

古
代
都
市
・
大
宰
府
の
条
坊
内
で
は
、
般

若
寺
丘
陵
の
他
に
も
弥
生
時
代
の
土
器
や

石
製
品
が
出
土
し
た
地
点
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。ぜ
ひ
、
大
宰
府
が
成
立
す
る
以
前

か
ら
も
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
思

い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
課　

遠
藤　

茜

お
知
ら
せ

11
月
20
日(

日)

ま
で
文
化
ふ
れ
あ
い

館
に
て
、
今
回
紹
介
の
発
掘
調
査
を
は
じ

め
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
出
土
品
の
一
部
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

だ　

ざ

い 
ふ

ち

ょ
ぞ

う

け

つ

つ

い

ふ

く

は

こうようせき やじり

は

ん

に

ゃ 

じ

き
ゅ
う

じ
ょ
う

ぼ

う

あ

と

調査地位置図（国土地理院地図に同院陰影起伏図

を重ね、加筆したもの）

盛り上がったように見える部分が般若寺丘陵です。

調査で出土した弥生土器と黒曜石の鏃

土器は、弥生時代を前 ・中 ・後に分けたうちの前期の後半期のものです。

大宰府条坊跡第331・333次調査区全景

合成写真（上が北）

西鉄二日市駅

円形住居

貯蔵穴

り
ょ
う

貯蔵穴（第331次調査）

太

宰

府

の

文

化

財
426

　

古
代
都
市
の
下
に
眠
る
弥
生
の
ム
ラ

　
　

―

朱
雀
２
丁
目
(
大
宰
府
条
坊
跡
第
３
３
１
・
３
３
３
次
調
査
)
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